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１- １. 背景と目的

はじめに
１. 基本構想・基本計画策定について

乙川東小学校の校舎の一部は、建築から 60 年以上経過し、経年劣化により不具合が生じて
いるなど、教育環境に影響を与えています。また、児童数の増加に合わせて、校舎の増築や
教室の用途変更を繰り返したことから、機能的とは言い難い配置となっており、最低限の教
室数は確保されているものの、特別教室、多目的教室、職員室、書庫等の部屋不足、面積不
足は否めず、近年求められるバリアフリー化や低炭素化なども対応が困難であるなど、多く
の課題を抱えています。

今後、人口減少・高齢化が一層深刻化していくことに備えて、本市公共施設の整備・更新
にあたっては、「半田市公共施設等総合管理計画」において持続可能かつ効率的な行政運営を
するために、可能な限り「公共施設の複合化」を検討することとなっています。前述の人口
減少・高齢化は地域コミュニティにも大きな影響を与えており、既存の自治区がこれからも
地域自治を担っていくためには、補完性の原理に基づき、自治区の活動を補完する小学校区
単位のコミュニティ組織を構築していくことが求められます。当該小学校にはそうした未来
の自治の一端を担う広域組織の活動拠点としての機能を有することで、自主的かつ持続的な
地域活動が活発に行われていくことが期待されます。

当該小学校の更新は、校舎が建て替えられるタイミングに合わせて、公民館の機能を包括
した「（仮称）地域交流施設」や学童・児童センター等の機能を有した「児童の居場所」を校
舎内に配置することや、将来を見据えた地域主体の運営方法の在り方を地域住民と考える初
めてのモデル事業です。公共施設の複合化により、これまでにないにぎわいを生んだり、多
世代の交流や児童の安心安全な居場所の創出が見込めるほか、維持管理費の縮減も期待でき
ます。

乙川東小学校の更新にあたっては、児童の教育環境を向上させて安心安全な学校生活が送
れる環境整備を行い、併せて地域の拠点施設を複合化することを目的としています。この基

本市の学校施設整備方針にはコミュニティ・スクールの推進を掲げており、” 地域とともに ”
子どもたちを育成することを目指しています。放課後等の児童の居場所づくりとして小学校
を活用することに加え、自治区が持続可能な地域運営をしていけるよう小学校区を地域コミュ
ニティの基本単位とする小学校区コミュニティの構築を目指し、地域住民の拠点づくりとい
う視点からも公共施設の複合化を進めています。また、乙川東小学校では「家庭・地域と連
携して子どもを育てること」を学校経営方針として、「地域の方々と協働する学校づくり」を
目指しています。

（１）学校施設の老朽化

（２）公共施設の複合化

（３）コミュニティ・スクールの推進

（４）計画の目的
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基 本 構 想
・

基 本 計 画

基 本 設 計

フェーズ 1

フェーズ 2

フェーズ 3

フェーズ 4

・基本構想・基本計画は、学校の設計・工事を進める上
　での基本的な考え方や指針を示すものです。
・基本的な考え方について整理し、スケジュール及び概
　算工事費を定めます。

・基本設計は、基本構想・基本計画で提示された設計に
　必要となる事項を整理した上で、建物の構造や配置、
　各階の基本的なレイアウト、備えるべき機能や設備、
　建物内外のデザイン等を基本設計図書としてまとめます。
・学校施設の具体的な完成時の姿が明確となるのは、この
　段階となります。

・実施設計は、基本設計図書に基づき、安心安全な工事施
　工を考慮した上で、機能性、デザイン性及び技術面等多
　方面にわたって詳細な設計を進めます。
・工事費の積算、建築確認申請等を行います。

実 施 設 計

建 設 工 事

完 成

基本構想・基本計画の位置づけ

■ 施設完成までの流れ

本構想・基本計画では、耐力度調査等の基礎調査により既存施設の整備・活用方針を整理し、
施設整備の効率的な配置計画や事業手法等を検討します。更新の各検討フェーズの概要と基
本構想・基本計画の位置付けは以下の通りです。
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１- ２. 乙川東小学校の教育の基本的な考え方
乙川東小学校の令和７年度の教育目標と学校経営方針は以下の通りです。

（１）教育目標
●校訓　「たくましく　心ゆたかに　大きくのびよう」
●目指す子どもの姿
　　心と体をきたえ、 最後までやり抜く子
　　思いやりの心をもち、 主体的に行動する子
　　夢に向かって、 高め合い、 学びあう子
●乙川東っ子の愛ことば「あ・い・う・え・お」
　　あ　挨拶しよう
　　い　命を大切にしよう
　　う　運動大好きになろう
　　え　笑顔で元気に生活しよう
　　お　思いやりの心をもって行動しよう

（２）学校経営方針
家庭・地域と連携して子どもを育てる【コミュニティ・スクール「おつひ」】
①自己存在感を高める
②共感的人間関係を育む　　　　　　　　　　幸せ
③自己決定の場を与える
なお、コミュニティ・スクールの組織図は下図の通りです。

学校運営協議会

PTA 役員会

事務局

地域ふれあい活動推進協議会

乙川東小学校　コミュニティ・スクール組織図
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また、本市では「第 7 次半田市総合計画」を始め、各個別計画では SDGs の目標を関連付け
て施策を展開していくこととしています。SDGs（Sustainable Development Goals）とは、地
球上の「誰一人取り残さない」社会の実現を目指す世界共通の『持続可能な開発目標』のこ
とです。SDGs は、社会、経済、環境の３側面から捉えることのできる 17 の目標を、総合的
に解決しながら持続可能なより良い未来を築くことを目標としています。本計画には、SDGs
の 17 目標の内、9 つの目標が関連しています。

SDGs の 17 の目標 本計画と関連した目標

本市では、「半田市教育大綱」において、「ふるさと半田を愛する心を育み、自分らしさと
夢を育む学校教育の推進」を基本理念とし、基本方針の一つに「教育環境の整備と充実」を
掲げています。子どもたちが安心して有意義な学校生活を送ることができるよう、施設の安
全性や防犯性に配慮するとともに、誰もが利用しやすい快適な生活環境を整備します。また、
学校施設は、子どもたちに良好な学習環境、生活環境を提供するだけでなく、災害時におけ
る避難所としての利用や環境への配慮といった社会的要望に対応できる施設を目指します。

１- ３. 乙川東小学校の教育の基本的な考え方
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１- ４. 基本構想・基本計画策定に向けた検討の流れ

事業全体のスケジュールを下図に示します。令和 11 年以降の供用開始を目指し、令和 7年
度末までに基本構想・基本計画及び、基本設計、令和 8年度に実施設計、令和 9年度からの
工事着工を目指します。基本構想・基本計画期間では、施設整備の方針整理等を目的に、基
礎調査として既存施設の耐力度調査等を行います。併せて、学校施設の複合化に向けて、複
合化施設の活用方法やアイデアを地域住民とともに考えるワークショップ（WS) を実施し、
多くの意見を参考にしながら整理し､ 施設整備の検討を進めていきます。

ワークショップでは半田市とワークショップを取り仕切るワークショップファシリテー
ター、設計者、地域住民とが一緒になって実施し、ワークショップを通して出た意見を踏ま
えて基本構想・基本計画を検討していきます。

乙川東小学校更新の事業の全体スケジュール

乙川東小学校更新の事業の進め方のイメージ

基本構想・基本計画の検討 ワークショップによるコミュニティづくり

意見の反映

基本構想・基本計画の策定

半田市 半田市設計者

設計者 地域

ワークショップ
ファシリテーター

5
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学校名

住所

敷地面積
棟番号 ①-1 ①-2 ①-3 ①-4
延床面積 530㎡ 534㎡ 4㎡ 3㎡
建設年度 昭和36年 昭和41年 昭和52年 昭和61年
構造 RC造２階建て RC造２階建て RC造２階建て RC造２階建て
棟番号 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑤-5
延床面積 1029㎡ 155㎡ 1㎡ 8㎡
建設年度 昭和42年 昭和54年 昭和61年 昭和54年
構造 RC造３階建て RC造３階建て RC造２階建て RC造３階建て
棟番号 ⑤-6 ⑫-1 ⑫-2 ⑭
延床面積 9㎡ 813㎡ 9㎡ 541㎡
建設年度 昭和61年 昭和52年 昭和61年 昭和61年
構造 RC造３階建て RC造３階建て RC造３階建て RC造３階建て
棟番号 ⑮ ⑯ ⑲ ⑳
延床面積 140㎡ 369㎡ 67㎡ 179㎡
建設年度 昭和61年 昭和61年 平成4年 昭和52年
構造 RC造３階建て RC造２階建て RC造1階建て RC造２階建て
棟番号 ㉑ ㉒ ㉓
延床面積 922㎡ 102㎡ 314㎡
建設年度 平成21年 平成21年 令和3年
構造 RC造1階建て 鉄骨造1階建て 鉄骨造1階建て

乙川東小学校

半田市花田町3-1

23,829㎡

１- ５. 計画の対象
（1）乙川東小学校の概要

現在の乙川東小学校の概要を下記に示します。

体育館

グラウンド

プール付属棟

旧給食センター
（解体）

プール

駐車場

駐車場
N

⑤-3⑮

⑤-2 ⑯
⑤-6

⑤-4 ①-4
①-2
①-3

①-1
⑲⑳

⑫-1
⑫-2
⑭

⑤-5

㉓

㉑

㉒

棟別施設概要

施設配置図
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（２）複合化する施設と整備方針
乙川東小学校の複合化の対象となる施設については、以下の通りです。

　・（仮称）地域交流施設（乙川東小学校区における地域住民の交流拠点）
　・放課後児童クラブ
　・放課後ひろば（児童センターの機能を変更し、放課後子ども教室を含めた施設）

地域のまちづくりを支える中心的な役割と放課後等の児童の居場所づくりとして小学校を
活用するため、小学校区単位で校内に設置する施設の方針を次のとおり定めます。

１：小学校区単位の設置となる機能 

２：基本方針
・①地域交流施設と②児童の居場所は各 1 つの設置とします。
・小学校敷地内に設置することとし、可能な限り施設の共有利用を図ります。
・児童の居場所は、3 機能（現行の放課後児童クラブ、児童センター、放課後子ども教室）

の一体的な運営を原則とします。

現行の機能 方向性 更新後の機能
公民館 機能変更 ① （仮称）地域交流施設

放課後児童クラブ
統合

② 児童の居場所
児童センター 機能変更

放課後子ども教室
放課後児童クラブ

放課後ひろば（ ）
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情報伝達
情報伝達

交流
環境美化 環境美化

未
加
入
世
帯
の

自
治
区
介
入

自治
区脱
会を
回避

情報伝達

人口減少
区民の高齢化
加入世帯の減少

環境美化

防犯防災

環境美化 防犯

防犯

防災

防災

情報伝達 交流

交流

現在の A区

現在の B区

2025 年の A区
小学校区単位のコミュニティ

2025 年の B区

地域コミュニティの再構築イメージ

（３）複合化の背景
人口減少や高齢化に対応していくために、以下の二つに取り組む必要があります。

①財政の縮減を前提とした効率的な行政運営
今後、人口減少・高齢化が一層深刻化していくことに備えて、持続可能かつ効率的な行

政運営をするために、可能な限り「公共施設の複合化」を検討する必要があります。

②人口減少に対応するための地域コミュニティの再構築
自治区が持続可能な地域運営をしていけるように小学校区を地域コミュニティの基本単

位とする小学校区コミュニティの構築を目指し、地域の拠点づくりという視点からも公共
施設の複合化を進めます。
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１- ６. 個別施設の整備方針
（１）（仮称）地域交流施設

 公民館は、これまで自治区を基準とし、歴史的な成り立ちや地域性を考慮して整備してき
ました。複雑化・多様化する地域課題の解決に向けて、人間関係が形成されやすく、一定の
人口規模を持つ「小学校区単位」の多世代住民が利用できる地域交流拠点を整備します。こ
の施設は、既存の公民館が担ってきた「社会教育」や「生涯学習」の機能を包括し、幅広い
世代が交流できる場を目指します。

また、公民館は近年のインターネットの普及や民間での教育・学習の場の増加などの社会
変化の影響を受け、教育、学術及び文化の場以上に区の行事などを含む地域住民の交流促進
の役割が強まっている状況があります。よって、地域交流施設では教育・学習の場としての
側面も包括し、小学校区コミュニティの基本単位となる地域住民の交流拠点とします。また、
物販などの制約を受ける社会教育法上の位置づけである公民館ではなく、幅広く使える施設
とすることを目的とし、地域の問題解消に向けた「小学校区コミュニティ」構築の方向性と
合致した変更を行います。 

①目的
市民交流の拠点とすることによって、市民活動・コミュニティの活性化、地域の課題解決

を図ります。

②主幹となる担当部署
　企画部市民協働課

（２）児童の居場所
放課後児童クラブは保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生に対し、授業後に適切

な遊びと生活の場を与えることを目的に、放課後児童健全育成事業として民間事業者に委託
し、実施しています。 

児童センターは児童福祉法に基づく児童厚生施設であり、児童に健全な遊びを与えて、そ
の健康を増進し、情操を豊かにすることを目的とする地域の健全育成の拠点です。 

放課後子ども教室は地域の方々の参画を得て、学習、地域交流等の提供を行う事業です。
本市では週 2 回、放課後に小学校１、２年生を対象に各小学校で実施しています。 

以上の 3 機能を統合及び機能変更し、一体的な運営を行うことによって、小学校を拠点と
した児童の居場所をつくります。 

①目的
　小学校内に児童の居場所を設置して拠点とすることにより、児童の安心安全な遊び場、
保護者の安心向上、地域の交流の場を提供します。 

②主幹となる担当部署
　子ども未来部子ども育成課
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２．基礎調査の概要と更新の方針
基本構想

２- １. 耐力度調査について

本計画では、耐力度調査により劣化度を把握した上で、既存施設の整備・活用方針を整理し、
増改築や大規模改修等の計画を立てるとともに、施設整備の効率的な配置計画を検討します。

耐力度調査は、公立学校施設における建物の構造耐力、経年による耐力・機能の低下、立
地条件による影響の 3 点の項目を総合的に調査し、建物の老朽化を総合的に評価するもので
す。調査の結果、所要の耐力度点数（4500 点以下）のものについては、老朽化した公立学校
施設を建て替える国庫補助の基準に基づき構造上危険な状態にある建物として判定します。
増設のつなぎ部分は、増築側の棟と一体として調査しています。

（１）背景と目的

調査の結果は以下の通りです。耐力度の基準である 4,500 点以下となったのは① -1（①
-3）、① -2、⑤ -2（⑤ -5, ⑤ -6）、⑤ -3、⑫ -1（⑫ -2）であり、耐力度が不十分な校舎が複数
あることがわかりました。

耐⼒度調査結果⼀覧
棟番号 階数 構造 ⾯積（㎡） 建築年⽉ 調査結果 種類 評点合計 耐⼒度

構造耐⼒ 100
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 100
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 91
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 48
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 90
健全度 51
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 56
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 54
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 55
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 100
健全度 58
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 54
⽴地条件 0.90
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -

4,500RC 調査項⽬
①-1

（①-3）
2 534 昭和36年3⽉

4,095RC

①-2 2 534 昭和41年3⽉ 調査項⽬ 4,500RC

⑤-2
（⑤-5）
（⑤-6）

3 1,046 昭和42年9⽉ 調査項⽬

4,131RC

⑤-3 3 155 昭和54年3⽉ 調査項⽬ 4,190RC

⑫-1
（⑫-2）

3 822 昭和52年3⽉ 調査項⽬

4,714RC

⑭ 3 541 昭和61年2⽉ 調査項⽬ 4,889RC

⑮ 3 140 昭和61年2⽉ 調査項⽬

5,220

⑳ 2 RC 179 昭和52年3⽉ 調査項⽬ 4,714

⑲ 3 RC 67 平成4年3⽉ 調査項⽬

4,802
⑯

（①-4）
（⑤-4）

2 RC 373 昭和61年2⽉ 調査項⽬

調査不要 -

㉒ 1 S 102 平成21年3⽉ 調査不要 -

㉑ 1 RC 922 平成21年3⽉

調査不要 -㉓ 1 S 314 令和3年3⽉

（２）調査結果

耐力度調査結果一覧
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耐⼒度調査結果⼀覧
棟番号 階数 構造 ⾯積（㎡） 建築年⽉ 調査結果 種類 評点合計 耐⼒度

構造耐⼒ 100
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 100
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 91
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 48
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 90
健全度 51
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 56
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 54
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 55
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 100
健全度 58
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 54
⽴地条件 0.90
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -

4,500RC 調査項⽬
①-1

（①-3）
2 534 昭和36年3⽉

4,095RC

①-2 2 534 昭和41年3⽉ 調査項⽬ 4,500RC

⑤-2
（⑤-5）
（⑤-6）

3 1,046 昭和42年9⽉ 調査項⽬

4,131RC

⑤-3 3 155 昭和54年3⽉ 調査項⽬ 4,190RC

⑫-1
（⑫-2）

3 822 昭和52年3⽉ 調査項⽬

4,714RC

⑭ 3 541 昭和61年2⽉ 調査項⽬ 4,889RC

⑮ 3 140 昭和61年2⽉ 調査項⽬

5,220

⑳ 2 RC 179 昭和52年3⽉ 調査項⽬ 4,714

⑲ 3 RC 67 平成4年3⽉ 調査項⽬

4,802
⑯

（①-4）
（⑤-4）

2 RC 373 昭和61年2⽉ 調査項⽬

調査不要 -

㉒ 1 S 102 平成21年3⽉ 調査不要 -

㉑ 1 RC 922 平成21年3⽉

調査不要 -㉓ 1 S 314 令和3年3⽉

耐⼒度調査結果⼀覧
棟番号 階数 構造 ⾯積（㎡） 建築年⽉ 調査結果 種類 評点合計 耐⼒度

構造耐⼒ 100
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 100
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 91
健全度 50
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 48
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 90
健全度 51
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 56
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 54
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 55
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 100
健全度 58
⽴地条件 0.90
構造耐⼒ 97
健全度 54
⽴地条件 0.90
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -
- -

4,500RC 調査項⽬
①-1

（①-3）
2 534 昭和36年3⽉

4,095RC

①-2 2 534 昭和41年3⽉ 調査項⽬ 4,500RC

⑤-2
（⑤-5）
（⑤-6）

3 1,046 昭和42年9⽉ 調査項⽬

4,131RC

⑤-3 3 155 昭和54年3⽉ 調査項⽬ 4,190RC

⑫-1
（⑫-2）

3 822 昭和52年3⽉ 調査項⽬

4,714RC

⑭ 3 541 昭和61年2⽉ 調査項⽬ 4,889RC

⑮ 3 140 昭和61年2⽉ 調査項⽬

5,220

⑳ 2 RC 179 昭和52年3⽉ 調査項⽬ 4,714

⑲ 3 RC 67 平成4年3⽉ 調査項⽬

4,802
⑯

（①-4）
（⑤-4）

2 RC 373 昭和61年2⽉ 調査項⽬

調査不要 -

㉒ 1 S 102 平成21年3⽉ 調査不要 -

㉑ 1 RC 922 平成21年3⽉

調査不要 -㉓ 1 S 314 令和3年3⽉

耐力度調査結果一覧

N

⑤-3⑮

⑤-2 ⑯
⑤-6

⑤-4 ①-4
①-2
①-3

①-1
⑲⑳

⑫-1
⑫-2
⑭

⑤-5

㉓

㉑
体育館

プール付属棟

旧給食センター
（解体）

プール
グラウンド

駐車場

駐車場

㉒

施設配置図
構造上危険な状態にある建物として判定された建物

耐力度調査の結果、耐力度が不十分な校舎については、既存校舎の活用が難しく建て替え
が必要です。また、耐力度が十分な校舎についても、それ単体では成り立たないため､ 一部
を改修（長寿命化）する必要がありますが、その場合は仮設校舎等が必要となり、費用対効
果を考慮し不適と判断しました。このことから、既存校舎をすべて取り壊し、校舎を建て替
える方針とします。

２- ２. 更新の方針
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３．事業手法の検討
３- １. 検討の背景と目的

３- ２. 検討結果

本市は、令和６年３月に公共施設等の整備等における PPP/PFI 手法の導入検討に必要な手続を
定めた「PPP/PFI 手法導入優先的検討の基本方針」を策定しました。本方針において、本事業が
優先的検討の対象事業となることから、事業コストの削減や、より質の高い公共サービスの提供
等を目的に、簡易な検討を実施しました。

評価結果は以下の通りです。

①事業手法　　
　PPP/PFI 手法は導入しません（従来型手法）　

② PPP/PFI 手法を導入しないこととした理由
　本事業は、基本構想・基本計画・基本設計・実施設計を一括して発注する方針としてい
たことから、それ以外の工事・運営・維持管理等プロセスについて PPP/PFI 手法導入を検
討しました。審査の結果、施設設備の運営・維持管理費が小規模かつ少額であるため、PPP/PFI 手法導入
によるコスト削減効果は見込み難く、従来型方式が適していると決定されました。
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乙川東小学校

稗田川

給食センター
給食センター

駐車場

駐車場
N

敷地となる乙川東小学校の配置は以下の通りです。敷地の北側、東側、南側には住宅地が
あり、北西には稗田川が流れています。グラウンドに面した南側には令和 7 年度に取り壊し
予定の給食センターが建っています。

４．計画条件の整理
４- １. 建設予定地の概要

①

②

④

⑤

⑥

③

① 敷地北東側

④ 校舎南側

② 敷地南側

⑤ 校舎東側

③ 敷地北西側

⑥ 中庭
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現在の乙川東小学校の平面は以下の通りです。

1 階平面図

2 階平面図

3 階平面図

N

⑤-3⑮

⑤-2 ⑯
⑤-6

⑤-4 ①-4
①-2
①-3

①-1
⑲⑳

⑫-1
⑫-2
⑭

⑤-5

㉓

㉑
体育館

プール付属棟

旧給食センター
（解体）

プール
グラウンド

駐車場

駐車場

㉒
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４- ２. 建築計画に関する条件

○住居表示 半田市花田町三丁目 1 番地
○敷地面積 29,349㎡ ( 小学校用地は 23,829㎡ )
○土地所有 半田市
○埋蔵文化財 なし
○許容延床面積 58,698㎡
○許容建築面積 17,609㎡
○日影規制 第一種住居地域
　【10 ｍ以下の場合】  該当しない。
　【10 ｍを超える場合は下記項目が規制条件】
　　　　　　　　　　10 ｍを超える建物に適用。測定面 H=4 ｍ
　　　　　　　　　　2.5 時間（敷地境界線からの水平距離 10 ｍ超）
　　　　　　　　　　4.0 時間（5 ｍ＜敷地境界線からの水平距離≦ 10 ｍ）
○前面道路 （北側）市道 横松上阿原線（幅員約 12 ｍ）
　　　　　 　（東側）市道 花田向田線（幅員約 12 ｍ）
　　　　　　 （南側）市道 大松向山 2 号線（幅員約 9 ｍ）
　　　　　　 （西側）市道  （幅員　約 6 ｍ）
○道路斜線 前面道路の反対側より 20 ｍの範囲内  1.25 勾配
○北側斜線 なし
○隣地斜線 隣地境界線上の高さ 20 ｍ +1.25 勾配
○都市設備 上下水道、ガス、電気等

乙川東小学校

敷地周囲の都市計画図
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４- ３. 法規制の整理

（用途地域）　　　　　第一種住居地域
（建蔽率）　　　　　　60％
（容積率）　　　　　　200％
（防火地域指定）　　　なし（法 22 条区域）
（地区計画区域）　　　半田乙川中部地区計画区域（A 地区）
（区画整理区域）　　　半田乙川中部区画整理事業区域内
（高度地区指定）　　　外
（宅地造成規制区域）　外
（砂防指定地）　　　　外　
（インフラ）　　　　　上水道：市水道供給区域、下水道：供用区域

　　　　　　　　　　都市ガス：供給区域
（周辺道路幅員等）　　東　約 12 ｍ　北　約 12 ｍ　西　約 6 ｍ　南　約 9 ｍ

　　　　　　　　　　南西部　約 4 ｍ
（その他）　　　　　　避難所指定あり、応急広域避難場所指定あり

　　　　　　　　　　ハザードマップ上の浸水予測なし（洪水、高潮、津波共）
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４- ４. 関係法令等一覧

①関係法令等一覧
本計画に関連する法令・条例等を以下に整理します。

法法律律名名 法法令令 内内容容

法32条 公共施設（道路）の管理者の同意等

規則60条
開発許可を受けた予定建築物以外の建築許可の適合証
明。

法58条の2 地区計画の区域内のおける行為の届出書

令4条

令10条

建築物のエネルギー消
費性能の向上に関する
法律（建築物省エネ
法）

法11条 特定建築物の建築主の基準適合義務

景観法及び半田市ふる
さと景観条例

法16条 景観区域内における行為の届出書

建築物環境配慮計画書・工事完了届

（計画書：工事に着手しようとする日の21日前まで/実
績報告書：工事完了後速やかに）

令11条 消防用設備等設置届出

法17条の14 消防用設備等着工届出

法6条

法6条の2

法7条の3法
7条の4

中間検査申請

法87条の4 建築設備確認申請

法20条 構造計算適合性判定

都市計画法

人にやさしい街づくり
の推進に関する条例

特定施設のため適合義務となり、新築等届出（工事前、
工事完了後）

条例11条

高齢者、身体障害者等
の移動等の円滑化の促
進に関する法律(バリ
アーフリー法）

特別特定建築物に該当するため、義務となる

愛知県地球温暖化対策
推進条例

消防法

建築基準法

建築確認申請

関係法令一覧
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４- ５. 再編後の計画学級数
令和 10 年度の児童生徒数の予測は、450 人程度です。1 クラスの児童生徒数を 35 人として、

各学年 3 クラスを想定して計画をします。

（１）体育館

（３）給食センター跡地

体育館は平成 21 年建築と比較的新しい建物であるため、改修等はせず継続利用とします。

学校用地の南側にある半田市旧学校給食センターは令和 7 年度に解体を予定しています。
解体後の跡地については学校用地として利用することも検討します。学校用地として利用す
る場合は、同等の面積を同敷地の別の場所に確保します。

４- ６. 建設地の整備方針

（２）プール
体育科で行う水泳指導を民間に業務委託する方針のため、施設を解体します。

令和5年度 令和10年度（予測）
1年⽣ 3 2
2年⽣ 3 3
3年⽣ 3 2
4年⽣ 3 3
5年⽣ 3 3
6年⽣ 2 3

特別⽀援学級 5 6
合計 22 22

482 450児童数合計

学
級
数

令和 5 年度と令和 10 年度のクラス数と児童数
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５- １. 必要諸室・施設規模
必要諸室の室数、収容人数、考え方について下記表に示します。下記表の考え方をもとに

必要諸室の規模を整理します。( ※表中にでてくる ” コマ数 ” は１教室 = １コマとして大きさ
の目安を示します｡）施設・諸室条件表 2025/4/14

普通教室 18
35
(40)

・3CL×6学年＝18室を整備する。
・1室当たり約70㎡の広さをベースとする。
・ICTを活⽤した指導等を考慮し、プロジェ
クターを常設する。
・掲⽰板を設置し、正⾯と背⾯には⿊板を
設置する。
・学年ごとのまとまりに配慮した配置を検
討する。

⿊板⼜はホワイトボード
児童⽤ロッカー
掲⽰板
掃除⽤具⼊
教師⽤棚
（補助教材の保管庫）

特別⽀援
教室

6

・計6室を整備する。
・1室当たり約35㎡の広さをベースとする。
・ICTを活⽤した指導等を考慮し、プロジェ
クターを常設する。
・掲⽰板を設置し、正⾯と背⾯には⿊板を
設置する。
・特別⽀援教室から直接使⽤できる個室ト
イレ・⼿洗い・更⾐スペースを設ける。
・特別⽀援教室近くにクールダウンスペー
スを設ける。
・最低5分類の室を想定する。
・可能な限り1階に配置する。
（※検討の可能性あり）

⿊板⼜はホワイトボード
掲⽰板
掃除⽤具⼊

通級指導
教室

1

・1階に1室を整備する。
・1室当たり約35㎡（普通教室の0.5コマ分
程度）の広さをベースとする。
・相談室とカウンセリング室と隣接した配
置とする。

⿊板⼜はホワイトボード
収納棚
掃除⽤具⼊

区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅

校舎

家具等

児
童
・
⽣
徒
学
習
エ
リ
ア

基本計画

５. 計画の検討　
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区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅ 家具等

理科室1 1 40

・1室あたり約105㎡（普通教室の1.5コマ分
程度）の広さをベースとする。
・実験台は1台当たり4⼈×10台＝40席確保
することを基本とする。
・実験台は給排⽔付きとし、ガスバーナー
はカセットボンベ式とする。
・掲⽰板を設置、正⾯に⿊板を設置する。
・校内LANを整備する。
・臭気の出る作業時も⼗分な換気が可能な
計画とする。

⿊板⼜はホワイトボード
実験机
掲⽰板
収納棚
掃除⽤具⼊

理科
準備室

1 ・1室あたり約70㎡の広さをベースとする。
教師⽤棚
薬品棚
器具⽤棚

⽣活室 1
・1室当たり約70㎡の広さをベースとする。
・掲⽰板を設置、正⾯に⿊板を設置する。

⿊板⼜はホワイトボード
教師⽤棚
掃除⽤具⼊

⾳楽室1 1 40

・1室あたり約105㎡（普通教室の1.5コマ分
程度）の広さをベースとする。
・40⼈（35⼈+α）で授業が可能な広さを
確保する。
・⼤型や学習使⽤楽器が配置できる規模形
状を計画。
・遮⾳性能を⼗分に確保する。
・床は階段状とせずフラットで計画する。

⿊板⼜はホワイトボード
掃除⽤具⼊

⾳楽室2 1 40

・1室あたり約70㎡の広さをベースとする。
・40⼈（35⼈+α）で授業が可能な広さを
確保する。
・⼤型や学習使⽤楽器が配置できる規模形
状を計画。
・遮⾳性能を⼗分に確保する。
・床は階段状とせずフラットで計画する。

⿊板⼜はホワイトボード
掃除⽤具⼊

⾳楽
準備室

1
・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。

楽器⽤棚

児
童
・
⽣
徒
学
習
エ
リ
ア
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区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅ 家具等

図画
⼯作室

1 40

・1室あたり約105㎡（普通教室の1.5コマ分
程度）の広さをベースとする。
・作業机は40席確保できるように計画。
・掲⽰板を設置、正⾯に⿊板を設置する。
・⼿洗い⽤流しと教師の作業確認⽤⼿元カ
メラを設置。

⿊板⼜はホワイトボード
掲⽰板
掃除⽤具⼊

図画
⼯作
準備室

1
・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。

⽤具保管⽤棚

家庭科室 1 40

・1室あたり約105㎡（普通教室の1.5コマ分
程度）の広さをベースとする。
・作業机は40席確保できるよう計画する。
・調理室と被服室を兼⽤した計画とする。
・給排⽔付調理兼作業台を設置、熱源はガ
スとする。
・内装は抗菌仕様とする。
・正⾯にはホワイトボードを設置する。

⿊板⼜はホワイトボード
調理机・流し
上下⽩板・掲⽰板
掃除⽤具⼊・収納棚

家庭科
準備室

1
・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。

調理具⽤棚
被服⽤備品棚
掃除⽤具⼊

⽇本語
教室

1 40
・1室当たり約70㎡の広さをベースとする。
・掲⽰板を設置、正⾯に⿊板を設置する。
・パーティションにより分割を想定する。

⿊板⼜はホワイトボード
教師⽤棚
掃除⽤具⼊

外国語室 1 40
・1室当たり約70㎡の広さをベースとする。
・掲⽰板を設置、正⾯に⿊板を設置する。

⿊板⼜はホワイトボード
教師⽤棚
掃除⽤具⼊

図書室
(ﾒﾃﾞｨｱ
ｽﾍﾟｰｽ）

1

・1室あたり約140㎡（普通教室の2コマ分程
度）の広さをベースとする。
・図書館司書作業スペースを確保し、空調
付きとする。
・パソコンによる蔵書の管理をする。
・インターネットの環境を整備する。

書架
閲覧机・椅⼦
掲⽰板

図書
準備室

1
・約14㎡（普通教室の0.2コマ分程度）の広
さをベースとする。

収納棚

児童会室 1
・約50㎡（普通教室の0.7コマ分程度）の広
さをベースとする。

収納棚

児
童
・
⽣
徒
⽣
活
エ
リ
ア
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区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅ 家具等

多⽬的
ホール

2

・約140㎡（普通教室の2コマ分程度）の広
さをベースとする。
・表現活動や学習発表に活⽤できるスク
リーン、プロジェクターを常設とする。
・床は軽運動を⾏える仕様を検討する。
・1室は廊下などと連続したオープンなス
ペースとして整備することも可能。

スクリーン
プロジェクター
掃除⽤具⼊

学習室 2 40
・1室当たり約70㎡の広さをベースとする。
・掲⽰板を設置、正⾯に⿊板を設置する。
・普通教室と連続した配置を検討する。

教師⽤棚
掃除⽤具⼊

モール* 2

・1室当たり約70㎡の広さをベースとする。
・廊下と連続したオープンなスペースとす
る。
・普通教室との連続性や、他学年との交流
の場となることも考慮し計画する。

男⼦
トイレ

4~8
⼿洗いカウンター
鏡・⼿すり

⼥⼦
トイレ

4~8
⼿洗いカウンター
鏡・⼿すり

多⽬的
トイレ

2~3
鏡・⼿すり
⼿洗い

児童
更⾐室

2
・約21㎡（普通教室の0.3コマ分程度）の広
さをベースとする。

ロッカー・カーテン

昇降⼝ 1
・1室あたり約140㎡（普通教室の2コマ分程
度）の広さをベースとする。

下⾜⼊
掲⽰板

ELV 1
・障がいのある児童⽣徒や教員が安全かつ
円滑に上下移動できるよう考慮する。
・給⾷配膳にも利⽤する。

・衛⽣設備は、低学年・⾼学年の体格差に
配慮した計画とする。
・多⽬的トイレはオストメイト、洗浄便座
対応とする。
・多⽬的トイレは各階1つを基本とする。
・便器はすべて洋式、暖房便座とする。

児
童
・
⽣
徒
⽣
活
エ
リ
ア

* 学年ラウンジや学習スペースのような多様な教育活動に利用できるスペース
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区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅ 家具等

廊下
・安全で円滑な動線としての機能を確保
し、交流の場や表現活動の場としての利⽤
も考慮する。

掲⽰板
掃除⽤具⼊

階段

・安全かつ円滑な動線としての機能を確保
するとともに交流の場や表現活動の場とし
ての利⽤も考慮して計画する。
・蹴上・踏⾯の⼨法は、建築基準法上の⼩
学校の基準に合わせる。

⼿すり

設備
スペース

・必要分を確保し、更新性に配慮する。

児
童
・
⽣
徒
⽣
活
エ
リ
ア
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区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅ 家具等

校⻑室 1

・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。
・⽔屋、ロッカー、⾦庫を設置できるス
ペースを確保。

ミニキッチン
ロッカー
⾦庫

応接室 1

・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。
・校⻑室に隣接させ、応接や会議⽤の家具
などを設置。

応接セット

来客⽞関 1
・約14㎡（普通教室の0.2コマ分程度）の広
さをベースとする。

職員室 1 41

・職員数は41⼈程度を想定し、約175㎡（普
通教室の2.5コマ分程度）の広さをベースと
する。
・床はOAフロアとし校内LANを整備。
・防災⽤のテレビを設置する。
・簡単な会議が可能な⼩打合せスペースを
設ける。
・鍵付き書庫の設置を想定する。
・⽇々の学校管理に適した位置に配置。

⾏事⽩板・掲⽰板
ミニキッチン
掃除⽤具⼊

会議室 2

・1室当たり約70㎡の広さをベースとする。
・職員室と校⻑室に隣接した配置を検討。
・鍵付書庫を設置する。
・学校⽤と地域⽤で各1室確保する。

鍵付書庫（学校⽤）

給湯室 1
・約14㎡（普通教室の0.2コマ分程度）の広
さをベースとする。
・流し台と⼿洗いは温⽔機能付きとする。

流し台（温⽔機能付き）
冷蔵庫、⾷器棚
⼿洗い（温⽔機能付き）
電⼦レンジ、製氷機

印刷室 1
・約18㎡（普通教室の0.25コマ分程度）の
広さをベースとする。
・職員室内または近接した位置に計画。

事務室 1 1
・約14㎡（普通教室の0.2コマ分程度）の広
さをベースとする。

作業机
収納棚

⽤務員室 1
・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。

職
員
・
管
理
エ
リ
ア
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区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅ 家具等

保健室 1

・約70㎡の広さをベースとする。
・保健室から直接出⼊りできる多⽬的トイ
レを設け、⾮常呼出設備、シャワー便座付
便器、⼿摺、シャワー、汚物流し、⾞いす
対応⼿洗い、折畳みベッドを設置。
・ベッド、カーテン、布団⼊れのスペース
を確保。
・洗濯機の設置をする。
・鍵付書庫、掲⽰板を設置する。
・ 1階に配置し前⾯に救急⾞⽤の空地を確保
する。
・健康診断等の利⽤を考慮する。

洗濯パン
鍵付き書庫
ベッド
カーテン
布団収納

相談室 1

・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。
・通級指導教室とカウンセリング室と隣接
した配置を検討する。

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
室

1

・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。
・通級指導教室と相談室と隣接した配置を
検討する。

職員
トイレ

1
・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。

⼿洗いカウンター
鏡・⼿すり

職員
更⾐室

1

・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。
・男⼥別鏡付き洗⾯台と鍵付き個⼈ロッ
カーを設ける。

⼿洗いカウンター
鏡・⼿すり

職員
休憩室

1

・約28㎡（普通教室の0.4コマ分程度）の広
さをベースとする。
・ベッド・カーテン・⼿洗いを設ける。
・男⼥別とする。

ベッド・カーテン
⼿洗い

職員
⽞関

1
・約14㎡（普通教室の0.2コマ分程度）の広
さをベースとする。

放送室 1
・約18㎡（普通教室の0.25コマ分程度）の
広さをベースとする。
・地域開放を考慮する。

放送卓

職
員
・
管
理
エ
リ
ア
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区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅ 家具等

給⾷
受⼊室

1

・約56㎡（普通教室の0.8コマ分程度）の広
さをベースとする。
・内装は乾式・防汚・抗菌仕様とする。
・給茶⽤熱湯が出る給湯設備を設ける。
・雑⼱やモップ洗浄⽤の流し台を設ける。
・洗濯機、冷蔵庫の設置を検討する。

給湯設備、流し台
洗濯パン

配膳室 1
・約28㎡（普通教室の0.4コマ分程度）の広
さをベースとする。
・各階に配置する。

書庫 1
・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。

書棚

教材庫 6
・約14㎡（普通教室の0.2コマ分程度）の広
さをベースとする。
・各学年に1つ設置する。

収納棚

遊戯室 1
・約154㎡（普通教室の2.2コマ分程度）の
広さをベースとする。

学童
保育室

1
・約154㎡（普通教室の2.2コマ分程度）の
広さをベースとする。

事務室 1
・約21㎡（普通教室の0.3コマ分程度）の広
さをベースとする。

⽞関 1
・約21㎡（普通教室の0.3コマ分程度）の広
さをベースとする。

廊下
・通⾏に⽀障がない、動線に配慮した計画
とする。

職
員
・
管
理
エ
リ
ア

児
童
の
居
場
所
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区
分

室名
室
数

収容
⼈数

考え⽅ 家具等

ホール 1
・約140㎡（普通教室の2コマ分程度）の広
さをベースとする。

会議室 2
・約70㎡（普通教室の1コマ分程度）の広さ
をベースとする。

打合せ
スペース

1
・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。

事務室 1
・約21㎡（普通教室の0.3コマ分程度）の広
さをベースとする。

トイレ他 1

・約35㎡（普通教室の0.5コマ分程度）の広
さをベースとする。
・湯沸かしと授乳室を含めて計画する。
・児童の居場所と共⽤する。

ミニキッチン（IH)

⽞関 1
・約14㎡（普通教室の0.2コマ分程度）の広
さをベースとする。

廊下
・通⾏に⽀障がない、動線に配慮した計画
とする。

仮
称
 

地
域
交
流
施
設
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必要諸室の考え方をもとに整備する施設及び諸室の面積等に関する基本的な考え方を以下
に示す。1 コマ 70㎡として計画します。

校舎 各室⾯積表
規模
コマ数

必要
室数

合計
コマ数

合計⾯積

（A） （B） C:(A×B) （C×70㎡）
1 18 18 1,260

0.5 6 3 210
0.5 1 0.5 35 相談とｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞと隣接

21.5 1,505
1.5 1 1.5 105
1 1 1 70
1 1 1 70

1.5 1 1.5 105
0.5 1 0.5 35
1 1 1 70

1.5 1 1.5 105
0.5 1 0.5 35
1.5 1 1.5 105
0.5 1 0.5 35
1 1 1 70
2 1 2 140

0.2 1 0.2 14
1 1 1 70 2室に分割

0.7 1 0.7 49
2 2 4 280 1室はモールも可
1 2 2 140 3・4と5・6年で各1室
2 1 2 140

23.4 1,638
0.5 8 4 280 室数は参考
0.08 5 0.4 28 各階1つ、室数は参考
0.3 2 0.6 42 男⼥別、室数は参考
2 1 2 140

1,500

- - - -
7 1,990

備考

多⽬的ホール室

普通教室(CR)
特別⽀援教室
通級指導教室

理科室

⽣活室
⾳楽室1
⾳楽準備室
⾳楽室2

室名

⼩計

図画⼯作室

家庭室

理科準備室

種類

児童⽤トイレ

昇降⼝

EV

家庭準備室

図画⼯作準備室

普通
教室

多⽬的トイレ

⼩計

特別
教室
等

廊下

図書室
図書準備室
⽇本語指導室
児童会室

階段

外国語室

学習室
モール

⽣活
関連

児童更⾐室

⼩計
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規模
コマ数

必要
室数

合計
コマ数

合計⾯積

（A） （B） C:(A×B) （C×70㎡）
備考室名種類

0.5 1 0.5 35
0.5 1 0.5 35
0.2 1 0.2 14
0.2 1 0.2 14
2.5 1 2.5 175 職員数41⼈想定
1 1 1 70 学校⽤

0.25 1 0.25 18
0.2 1 0.2 14 事務員数1⼈想定
0.5 1 0.5 35
1 1 1 70

0.5 1 0.5 35 通級とｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞと隣接
0.5 1 0.5 35 通級と相談と隣接
0.5 1 0.5 35
0.5 1 0.5 35 男⼥別
0.4 1 0.4 28 男⼥別
0.2 1 0.2 14
0.25 1 0.25 18 地域開放を考慮
0.8 1 0.8 56
0.4 2 0.8 56
0.5 1 0.5 35
0.2 6 1.2 84 各学年1室

13 910
2.2 1 2.2 154
2.2 1 2.2 154
0.3 1 0.3 21
0.3 1 0.3 21

150 トイレは地域と共⽤
5 500

2 1 2 140
1 2 2 140

0.5 1 0.5 35
0.3 1 0.3 21
0.5 1 0.5 35 湯沸かし等
0.2 1 0.2 14

115
5.5 500
75.4 7,043

校⻑室
応接室
来客⽞関
給湯室
職員室

ホール
会議室

事務室

職員⽞関
放送室
給⾷受⼊
配膳室
書庫
教材庫

⼩計

地域
交流
施設

職員トイレ

遊戯室

⼩計

職員更⾐室
職員休憩室

児童の
居場所

廊下

管理
諸室

印刷室

校舎合計

廊下

会議室

⼩計

事務室

打合せスペース
事務室
トイレ他

相談室
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

学童保育室

⽤務員室
保健室

⽞関

⽞関
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規模
コマ数

必要
室数

合計
コマ数

合計⾯積

（A） （B） C:(A×B) （C×70㎡）
備考室名種類

屋内運動場 各室⾯積表
規模
コマ数

必要
室数

合計
コマ数

合計⾯積

（A） （B） C:(A×B) （C×72㎡）
ー ー ー ー 既存屋内運動場を利⽤

⼩計 ー ー
ー ー

外構・付属棟 各室⾯積表
ー ー ー ー 200mﾄﾗｯｸ、100m⾛⾛路

ー ー ー ー
ー ー ー ー

利⽤区分 備考
学校職員⽤ 41 1,025
学校来訪者⽤ 4 100 常時必要
学校来訪者⽤ 20 500 臨時⽤
放課後職員⽤ 13 325 ⼦の送迎は他と兼ねる
地域職員⽤ 2 50
地域交流⽤ 20 500

⼩計 100 2,500

駐
⾞
場

⾯積台数

外構

⾃転⾞置き場
倉庫・備蓄倉庫

屋内運動場

種類 室名 備考

屋内運動場合計

運動場

屋内
運動場
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５- ２. 乙川東小学校の学校施設のコンセプト
施設の複合化を活かし、学校内の交流のみならず、地域との交流を通して、新たな学びが

生まれる施設計画とします。

共用部を中心に特別教室や普通教室が展開し、児童の活動がどこからでも見える「学びのわ」
をつくり、異学年交流などが生まれやすい開放的な計画とします。

地域交流施設や児童の居場所が学校とつながる「交流のわ」をつくり、多様な交流が生ま
れる計画とします。

学校の「学びのわ」と地域の「交流のわ」
が重なることで多彩な活動が生まれる「地域
づくりの大きなわ」になる施設とします。

地域づくりのわのイメージ

共用部を中心に学校機能がつながる「学びのわ」共用部を中心に学校機能がつながる「学びのわ」

学校と複合化機能がつながる「交流のわ」学校と複合化機能がつながる「交流のわ」

「地域づくりの大きなわ」「地域づくりの大きなわ」

乙東っ子広場乙東っ子広場

おつひ広場（多目的室）おつひ広場（多目的室）

学びのわ学びのわ
特別教室特別教室普通教室普通教室 交流のわ交流のわ 公民館公民館

学童機能学童機能

乙東っ子広場乙東っ子広場

おつひ広場（多目的室）おつひ広場（多目的室）

学びのわ学びのわ
特別教室特別教室普通教室普通教室 交流のわ交流のわ 公民館公民館

学童機能学童機能

学びのわのイメージ
※現段階のイメージであり、実際の計画と異なる場合があります。

※現段階のイメージであり、実際の計画と異なる場合があります。

交流のわのイメージ
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※本資料の配置パターンのイメージは新校舎の配置パターンを示す。
※新校舎を2階建てとするか3階建てとするかで建築面積がかわり、土地利用の考え方が変わる場合がある。
※地域：地域交流施設、児童：児童の居場所

※本資料の配置パターンのイメージは新校舎の配置パターンを示す。
※新校舎を2階建てとするか3階建てとするかで建築面積がかわり、土地利用の考え方が変わる場合がある。
※地域：地域交流施設、児童：児童の居場所

５- ３. 施設配置案の検討
（１）施設配置案の比較表

複合化機能を校舎と一体化する方針のもと、施設配置案の比較検討を行いました。以下に比較検討の内容を示します。
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※本資料の配置パターンのイメージは新校舎の配置パターンを示す。
※新校舎を2階建てとするか3階建てとするかで建築面積がかわり、土地利用の考え方が変わる場合がある。
※地域：地域交流施設、児童：児童の居場所
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3

※本資料の配置パターンのイメージは新校舎の配置パターンを示す。
※新校舎を2階建てとするか3階建てとするかで建築面積がかわり、土地利用の考え方が変わる場合がある。
※地域：地域交流施設、児童：児童の居場所



37

（２）配置検討の概要
配置案は現校舎の位置に新たな校舎を建て替える案（現状配置案）、仮設校舎を極力なしと

しながら現校舎の中庭を活用して可能な限り敷地北側に校舎を配置する案（A 案）、既存校舎
の南側に配置する案（B 案）、体育館の東側に配置する案（C 案）、給食センター跡地に配置す
る案（D 案）、敷地東側に配置する案（E 案）、給食センター跡地の利用をせずに体育館の東
側に配置する案（F 案）、給食センター跡地の利用をせずに既存校舎の南側に配置する案（G 案）
の計 8 案を比較検討しました。

各案の概要は以下の通りです。

（３）配置検討の結果
比較検討の結果、現状配置案は仮設校舎となり２回の引越しを要するが、給食センター跡

地を利用すれば仮設校舎なしで計画が可能であることから、仮設校舎なしで計画します。ま
た、工事期間中の室確保やグラウンド面積の確保が難しい A 案、F 案、G 案、と体育館との
動線や近隣への影響が大きい D 案、E 案は施設整備をするうえで課題があります。B 案、C 案
については仮設校舎なしで計画可能で、他案で課題となっている動線や近隣への影響の問題、
工事期間の問題が少なくなります。

以上から、B 案、C 案を配置の基本方針としました。基本構想・基本計画期間で実施した地
域 WS では、B 案、C 案の検討内容に対して、屋外スペースやグラウンドの配置、学校施設と
の共用利用などについて意見がありました。地域 WS で出た意見も踏まえて、B 案、C 案の配
置をもとにより詳細な配置平面計画の検討を進めます。

現状配置案：

A 案　　　：

B 案　　　：

C 案　　　：

D 案　　　：

E 案　　　：

F 案　　　：

G 案　　　：

現状の配置を維持できるが、仮設校舎が必須となり、引越しを 2 回する必要が
あります。
現状の配置と近い配置が可能だが、工期が長くなり、工事期間中の室の確保に
課題があります。
既存校舎跡地の活用が課題だが、給食センターの跡地を活用すれば既存と同等
のグラウンド面積を確保した計画が可能です。
校舎とグラウンドの向きがかわるため教室の配置には工夫が必要だが、給食セ
ンター跡地を活用すれば既存と同等のグラウンド面積を確保した計画が可能です。
既存と同等のグラウンド面積を維持した計画が可能だが、体育館との動線や南
側近隣への影響が課題です。
校舎とグラウンドの向きがかわるため教室の配置には工夫が必要となり、体育
館との動線や東側近隣への影響も課題です。
校舎とグラウンドの向きがかわるため教室の配置には工夫が必要となり、給食
センター跡地の利用をしないため、工事期間中のグラウンド確保が難しいです。
給食センター跡地の利用をしないため、工事期間中のグラウンド確保が難しい
です。



38

1/800 (A4)

旧校舎南側配置案

家庭科

応接職員室 保健室
印給湯

昇降口
放送

準
理科

3CR 1CR 2CR

生活

相談

日本語

2F

4CR 5CR

6CR

会議室校長 通級

メディアセンター多目的室

遊戯室

玄関

事務

WC

図工

特支 特支

外国語

WC

WC

更衣

学習

準 音楽1
音楽2

準

玄関

準

テラス

学習

WC WC

WC

1F

特支

玄関

事務

茶屋

地域
ホール

オープン
スペース

倉庫

来客

室

WC

事務

ｾﾘﾝｸﾞ
ｶｳﾝWC更衣休憩 更衣 休憩

用務 給食受入

給食受入

EV

配膳
EV

教材

WC

WC

教材

教材

教材

教材

（会議室・
打合せ）

学童保育室

児童会 配膳

員室

書庫

５- ４. 配置平面案の検討

屋内運動場

200mトラック

旧校舎南側配置案

1/800(A3)

東門

正門

評価項目 コメント

全体構成

動線計画

駐車場計画

グラウンド計画

セキュリティ計画

分棟/一体

特に問題なし歩車分離計画

分散配置 96台

既存同程度

施設（建物）ごとで設定も可能

階構成(Max)

仮設の有無 不要

2階建て

FBC

駐車場47

100m走

1F

駐車場53

学校用地外（約5,600㎡)

家庭科

応接職員室 保健室
印

昇降口
放送

準
理科

生活

相談

日本語会議室校長 通級

メディアセンター多目的室

遊戯室

玄関

事務

WC

図工

WC

準 音楽1
音楽2

準

玄関

準

特支

玄関

事務

茶屋

地域
ホール

オープン
スペース

倉庫

来客

WC ｾﾘﾝｸﾞ
ｶｳﾝWC更衣休憩 更衣 休憩

給食受入
EV

（会議室・
打合せ）

学童保育室

給湯

室
事務

用務
員室

書庫

（１）既存校舎の南側に配置
比較検討の結果から、既存校舎の南側

に配置する案の配置平面の検討を行いま
した。

吹き抜けを介して 1,2 階がつながる

一部の特別教室は共用利用を検討

様々な活動ができる多目的室

児童の居場所、地域交流施設の近くには
屋外の活動スペースを設置

計画施設

学校用地外（約 5,600㎡）

N

駐車場

駐車場

屋内運動場

グラウンド
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1/800 (A4)

敷地西側配置案

1F 2F

6CR

4CR

5CR

特支

特支 日本語

外国語

3CR2CR

1CR

メディア

生活

WC

特支

WC

WC
配膳

教材

教材

教材

学習

学習

EV

WC

児童会

教材

更衣

更衣

昇降口

保健

玄関

遊戯室

学童保育室

通級

休憩

校長

職員室

印

給湯

事務

応接来客玄関

メディア

玄関

WC

事務

WC

WC

事務

倉庫 茶屋

地域
ホール

オープン
スペース

多目的室

洗濯

倉庫

図工 家庭科

音楽1 理科 会議

WC

（会議室・
打合せ）

相談

ｾﾘﾝｸﾞ
ｶｳﾝ

音楽2準備

準備

準備

用務
員室

準備

更衣EV

放送

書庫

給食
受入

敷地西側配置案

駐車場49

駐車場49

FBC

東門

評価項目 コメント

全体構成

動線計画

駐車場計画

グラウンド計画

セキュリティ計画

分棟/一体

特に問題なし歩車分離計画

分散配置　97台

やや狭くなるが広場を整備

施設（建物）ごとで設定も可能

階構成(Max)

仮設の有無 不要

2階建て

給食搬入

屋内運動場

1/800(A3)

200mトラック

正門

100m走

昇降口

保健

玄関

遊戯室

学童保育室

通級

休憩

校長

職員室

印

給湯

事務

応接来客玄関

メディア

玄関

WC

事務

WC

WC

事務

倉庫 茶屋

地域
ホール

オープン
スペース

多目的室

洗濯

倉庫

図工 家庭科

音楽1 理科 会議

WC給食

グラウンド

広場

学校用地外（約5,600㎡)

（会議室・
打合せ）

相談

ｾﾘﾝｸﾞ
ｶｳﾝ

音楽2準備

準備

準備

用務
員室

準備

更衣EV

放送

書庫

受入

1/800 (A4)

敷地西側配置案

1F 2F

6CR

4CR

5CR

特支

特支 日本語

外国語

3CR2CR

1CR

メディア

生活

WC

特支

WC

WC
配膳

教材

教材

教材

学習

学習

EV

WC

児童会

教材

更衣

更衣

昇降口

保健

玄関

遊戯室

学童保育室

通級

休憩

校長

職員室

印

給湯

事務

応接来客玄関

メディア

玄関

WC

事務

WC

WC

事務

倉庫 茶屋

地域
ホール

オープン
スペース

多目的室

洗濯

倉庫

図工 家庭科

音楽1 理科 会議

WC

（会議室・
打合せ）

相談

ｾﾘﾝｸﾞ
ｶｳﾝ

音楽2準備

準備

準備

用務
員室

準備

更衣EV

放送

書庫

給食
受入

（２）体育館の東側に配置
体育館の東側に配置する案の配置平面

の検討を行いました。

吹き抜けを介して 1,2 階がつながる

様々な活動ができる多目的室

児童の居場所、地域交流施設の近くには
屋外の活動スペースを設置

一部の特別教室は共用利用を検討

学校用地外（約 5,600㎡）駐車場

駐車場

屋内運動場

グラウンド

計画施設

N
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（３）配置平面検討の概要
既存校舎の南側と体育館の東側に配置する案の配置平面の検討を行いました。普通教室に

ついては南向きに加えて北向きにも配置することで、2 階建てで計画でき、北向きの普通教
室はハイサイドライトを確保することで、南向きの普通教室と同様に昼光を確保した計画が
可能です。また、地域交流施設と児童の居場所は体育館や特別教室の時間利用がしやすいよ
うに隣接した配置とし、学校の中心にはメディアスペースを確保し、1、2 階の吹き抜けを介
してメディアスペースを中心とした一体感のある施設計画が可能です。

（４）配置平面検討の方針
既存校舎の南側と体育館の東側に配置する案をベースに、より詳細な配置平面を検討し、

配置案の方針を今後決定します。

ハイサイドライトの断面イメージ

南

普通教室普通教室

日射日射

日射日射

ハイサイドライトハイサイドライト

普通教室普通教室

北
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６- １. 背景と目的
本市では、乙川東小学校の校舎の更新に併せた複合化の検討をするにあたって、地域の現況、

複合施設の活用方法や配置計画のアイデアなどを市民が語り合える場として、ワークショッ
プを実施しています。地域のコミュニティづくりを目的とした市民協働課が主導するワーク
ショップの中で、複合化する施設及び土地利用計画の検討に際して、地域からの要望をとらえ、
計画に反映することを目的とします。

基本構想・基本計画期間では計 5 回のワークショップを開催しました。ワークショップでは、
有効な意見収集ができるよう、複合化施設の利用や活用方法の要望を引き出すための事例紹
介や考え方の要点等の説明を行いました。計 5 回のうち、4 回は複合化施設での過ごし方な
ど基本計画の策定に向けた要望をヒアリングし、5 回目でヒアリング内容を反映した配置計
画案をフィードバックしました。ワークショップの実施スケジュールと各回の実施内容及び、
説明内容については下記の通りです。

６．ワークショップについて

６- ２. 基本構想・基本計画期間のワークショップの概要

年 2024年

年度 令和6年度 令和7年度

2025年

月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ワークショッ
プ（WS)

シナリオライティング
のヒント

配置のポイント 配置計画案

第3回
物語をつくろう!
~複合施設の使い方
過ごし方

第4回
描いてみよう!
~思いをカタチに。
デザインゲーム

第5回
確認しよう!
~施設整備のコンセプト＆
方向性

4月 5月

工程

WS実施内容

説明内容
実績とプロポーザル
時の提案内容の紹介

学校タンケン（フィー
ルドワーク）の留意点

第1回
お互いを知ろう!
~おつひのマル秘？
強みと弱み

第2回
学校タンケン隊!
~乙川東小の魅力や
価値を再発見

基本構想・基本計画

第1回
9/14
●

第2回
11/23
●

第3回
11/30
●

第4回
12/14
●

第5回
2/22
●

検討
フィードバック意見出し意見出し意見出し 意見出し
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６- ３. 各ワークショップの実施内容と成果のまとめ
（１）第１回

〇 WS の概要
・開催日　：2024 年 9 月 14 日（土）
・開催時間：午前 9：30-12：00
・開催場所：乙川東小学校 2 階 図書室
・テーマ　：お互いを知ろう !　~ おつひのマル秘？強みと弱み

グループに分かれて乙川東小学校区や乙川東小学校の「強み」と「弱み」について付箋に
アイデアを出しながら意見交換し、「強み」と「弱み」、おつひの「未来キーワード」を考え
て発表を行いました。ワークショップに先立ち、東海地方や学校の実績紹介、学校づくりで
大事にしていることなどを説明しました。

〇説明内容　実績紹介と学校づくりについての考え方を共有
・実績紹介
　【知多編】　知多南部斎場、日本福祉大学（美浜キャンパス）、ミツカン本社ビル
　【学校編】　飛島村小中一貫校、亀山市立関中学校、多気町松阪市学校組合立多気中学校、
　　　　　　いなべ市立石榑小学校、いなべ市立藤原小中学校、いなべ市立笠間小学校、
　　　　　　松阪市立鎌田中学校、中津川市立福岡小学校

・学校づくりについて
　【大切にするコンセプト】　
　　複合化にあたって、学校の「学びのわ」と地域との「交流のわ」をつくることで、地域
　　づくりの大きなわをつくります。
　【学校づくりで大事にしていること】
　　行政、教職員、児童および地域・保護者・子どもたちの想いを聞いて、地域に愛される
　　学校をつくります。

〇成果への総評
乙川東小学校の強み（祭りや伝統、人がよい、住みやすい）や弱み（交通が不便、担い手

や交流の不足、子どもの遊び場の不足）についての意見から地域への理解が深まりました。

グループワークの様子 グループワークの成果
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（２）第２回
・開催日　：2024 年 11 月 23 日（土祝）
・開催時間：午前 9：30-12：00
・開催場所：乙川東小学校 2 階 図書室
・テーマ　：学校タンケン隊 !　~ 乙川東小の魅力や価値を再発見

グループに分かれて乙川東小学校内を散策し、校内で気になったところをカメラで撮影し、「こ
こはイイネ！（魅力や価値）」と「なったらいいな！（提案や妄想）」といったアイデアを、マッ
プに記載し発表をいしました。校内の散策に先立ち、タンケンで見るべきポイントやコツの説明
を行いました。
〇説明内容　学校を散策しアイデアを探す際のポイント紹介

・思い出を探してみよう　　　　　FBC 花壇をタイルアートに継承した事例を紹介
・ワクワクするものを探そう　　　大きな滑り台がある事例を紹介
・心地いい場所を見つけてみよう　木造の木のぬくもりや天井が高く風が抜ける空間が
　　　　　　　　　　　　　　　　ある事例を紹介

・あったらいいなを想像しよう　　大きな大階段で発表会を行う学校の事例を紹介

〇成果への総評
「ここはイイネ！（魅力や価値）」
・多くのチームでステンドグラスへの言及があり、玄関のぜんまい時計の歴史など、乙川東

小学校の歴史の継承に繋がるものへの発見が多くありました。
・外部空間については、広くて整形なグラウンドや、ＦＢＣ花壇への言及が多くありました。

「なったらいいな！（提案や妄想）」
・校舎内へは備品の収納や教室ロッカー等の収納スペースを充実させたい意見が多く出ました。
・グラウンドや FBC 花壇の継承に加え、今ある中庭に対して魅力を感じ、学校のみでなく地

域住民も立寄れるスペースになっていくことを望む提案がありました。
・図書室は大人から子どもまで、地域で利用できる図書館とする提案がされました。

欲しいものや機能だけでなく、現校舎の改善点や子どもの参加者からの視点など設計に活
かせる意見を聞くことができました。

グループワークの成果グループワークの様子



44

お
つ
ひ
⼩
学
校
区
　地
域
の
み
らい
ミー
テ
ィン
グ
②
　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「発
⾒
マ
ップ
づ
くり
」ま
とめ

20
24
.1
1.
23

■
ここ
は
イ
イ
ネ
︕
（
魅
⼒
や
価
値
）

A
B

C
D

E
・昇
降
⼝
　銅

像
・レ
トロ
な
木
製
ス
ノコ

・明
る
い
昇
降
⼝

・昇
降
⼝
の
正
⾯
の
像
と中

庭
の
緑
が
ス
テ
キ

・明
る
くて
気
持
ち
が
イイ

・ス
テ
ンド
グ
ラス
が
い
くつ
か
あ
って
ス
テ
キ
︕
その

時
代
の
特
徴
が
描
か
れ
て
い
て
イイ
ネ
︕

・⾷
育
に
⼒
を
⼊
れ
て
い
る

・記
念
の
ス
テ
ンド
グ
ラス

・お
お
き
な
の
っぽ
の
古
時
計
。今

で
も
毎
週
時
計

屋
さん
が
ぜ
ん
ま
い
を
巻
き
に
来
る
︕

・児
童
多
国
籍
の
特
徴
、掲

示
板
とか

・掲
示
板
に
1年

の
活
動
が
示
して
あ
る

・合
掌
の
模
型
、富

⼭
との
交
流
の
あ
か
し

・ぜ
ん
ま
い
時
計
、⾳

も
ス
テ
キ
︕
S3
6〜

・ぜ
ん
ま
い
時
計
、維

持
管
理
の
歴
史
が
す
ば
らし

い
︕
三
輪
時
計
店

・素
敵
な
ス
テ
ンド
グ
ラス
が
お
出
迎
え

・学
校
生
活
が
よ
く分
か
る

・お
つ
ひ
が
一
目
瞭
然

・エ
コの
可
視
化

・鏡
を
利
⽤
して
⾝
⻑
測
定

・漢
検
、数

検
の
機
会
を
⼄
⼩
PT
Aさ
ん
と協

⼒
し、
去
年
か
ら開

催
して
い
る
そう
で
す
︕
（
⼄
中

で
一
緒
に
な
る
横
⼩
さん
も
⼊
る
らし
い
で
す
）

・P
TA
の
他
校
との
協
⼒
が
す
ご
い
︕
今
時
縮
⼩

して
い
る
所
が
多
い
の
に
…
か
っこ
い
い
で
す
︕

PT
Aさ
ん
も
使
え
る
部
屋
を
︕

・卒
業
生
の
思
い
出
を
刻
む

・卒
業
制
作

・階
段
の
ア
ル
ファ
ベ
ット
、ふ
だ
ん
の
の
ぼ
りで
楽
しく

学
べ
る

・階
段
の
文
字
（
英
文
字
も
含
む
）
ア
イデ
ア
が

良
い

・日
常
的
に
英
語
に
触
れ
る
工
夫

・階
段
を
使
った
お
勉
強

・階
段
を
利
⽤
して
英
語
の
勉
強

・階
段
の
ス
テ
ップ
、か
わ
い
い
︕

・階
段
の
表
現
が
分
か
りや
す
く⾯
白
い

・う
ち
ゅう
か
い
だ
ん

・階
段
の
学
び
の
⾔
葉

・階
段
の
掲
示
、単

語
な
ど

・開
放
感
の
あ
る
階
段
、窓

＋
ス
テ
ンド
グ
ラス

・階
段
に
あ
る
素
敵
な
ス
テ
ンド
グ
ラス

・教
室
の
は
き
だ
し窓

、開
放
感
が
あ
って
い
い
な

・作
品
の
掲
示

・廊
下
の
とこ
ろ
どこ
ろ
に
あ
る
本
だ
な

・⾝
近
な
所
に
本

・ミ
ニコ
ンサ
ー
ト聞

き
な
が
ら本

読
め
る

・広
くて
⼤
勢
で
の
室
内
遊
び
に
最
適
︕

・み
ん
な
が
集
ま
る
所
が
あ
る

・な
か
よ
しホ
ー
ル
。色

々
な
⽤
途
に
使
え
る

・み
ん
な
が
使
え
る
な
か
よ
しホ
ー
ル

・い
ろ
い
ろ
使
え
て
イイ
ネ

・学
校
の
真
ん
中
に
オ
ー
プ
ン（

多
目
的
）
ホ
ー

ル
。閉

じる
こと
も
で
き
る

・な
か
よ
しホ
ー
ル
の
ス
テ
ンド
グ
ラス

・低
学
年
の
図
書
、オ
ー
プ
ンな
所

・⾳
楽
室
が
整
って
い
た

・⾳
楽
室
　段

床
教
室

・⾳
楽
室
譜
⾯
台

・段
床
＋
ふ
め
ん
の
⾳
楽
室
イイ
ネ

・各
人
の
机
に
名
前
が
表
示
して
あ
りま
した
が
、

責
任
を
持
た
せ
る
とい
うこ
とと
モ
ノを
⼤
事
に
す
る

試
み
が
伺
え
良
い

音
楽
室

⼊
⼝
〜
掲
⽰

階
段

昇
降
⼝

な
か
よ
しホ
ー
ル

教
室
〜
廊
下

1
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A
B

C
D

E
・手
づ
くり
の
室
名
札
（
放
送
室
）

・ひ
な
た
ぼ
っこ
が
で
き
る
（
教
室
以
外
で
）

・な
べ
（
家
庭
科
室
）

・み
ん
な
が
使
い
や
す
い
保
健
室

・地
域
の
特
徴
︕
い
ろ
ん
な
文
化
を
知
れ
る
（
日

本
語
教
室
）

3階
か
らの
景
色

・3
階
か
らの
景
色

・お
つ
ひ
の
町
が
一
望
で
き
る

・運
動
場
de
⼤
根

・広
い
運
動
場
、最

⾼
︕

・毎
朝
⾒
る
校
訓
の
碑

・運
動
場
の
遊
具
人
気

・運
動
場
が
広
い
、形

が
良
い

・モ
リゾ
ー
とキ
ッコ
ロd
eヤ
シ
の
木

・玄
関
前
の
木
に
貼
って
あ
る
目
、鼻

の
表
現

（
白
板
）
が
お
も
しろ
い

・ポ
ス
ト

・た
の
しい
ブ
ラン
コ、
い
ち
りん
⾞

・広
い
グ
ラウ
ンド

・み
か
ん
と柿

が
な
りま
す

・ポ
ス
ト

・フ
ェニ
ック
ス
、広

い
運
動
場

・フ
ェニ
ック
ス
、学

校
の
顔
、撮

影
ス
ポ
ット

・フ
ェニ
ック
ス
、お
つ
ひ
の
シ
ンボ
ル
‼
歴
史
︕
映
え

る
︕
卒
業
写
真

・雪
⼭
に
な
る
⼩
⼭

・測
量
基
準
点
が
あ
る
、三

角
⽔
準
点

・市
街
地
へ
ボ
ー
ル
が
出
な
い
⾼
い
フェ
ンス
、子

ど
も
達
が
の
び
の
び
遊
べ
る

・常
滑
焼
　リ
サ
イク
ル
︖

・F
BC
花
壇
が
自
慢

・F
BC
苗
か
ら準

備
素
敵
︕

・F
BC
受
賞
歴
素
晴
らし
い

・F
BC
花
準
備
しっ
か
り、
ボ
ラン
テ
ィア

・F
BC
花
壇
、お
つ
ひ
の
伝
統
︕
映
え
る
︕

・実
りあ
る
中
庭

・中
庭
が
秘
密
基
地
み
た
い

・中
庭
の
雰
囲
気

・今
は
な
き
「愛
知
池
」。
愛
知
県
を
か
た
どっ
た
地

形
や
池
が
中
庭
に
あ
った

・気
持
ち
の
良
い
中
庭

・メ
タセ
コイ
ヤ
が
⽴
派

■
な
った
らい
い
な
︕
（
提
案
や
妄
想
） A

B
C

D
E

・物
が
出
て
い
て
危
な
くな
い
か
な

・教
室
に
⼊
りき
らな
い
も
の
が
廊
下
に
出
て
い
る
な

あ ・収
納
庫
が
広
くな
る
とい
い
な
（
備
品
の
放
置
が

多
い
）

・個
人
の
ロッ
カー

・1
人
ず
つ
⼤
き
い
ロッ
カー
ほ
しい
よ
ね

・学
⽤
品
を
収
納
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
しい

図
書
室

・⼤
人
も
読
み
た
い
本

・⼤
き
な
図
書
館
が
あ
る
とい
い
で
す

・図
書
館
を
1階

に
。地

域
の
人
達
も
利
⽤
で
き
た

らい
い
な

・な
か
よ
しホ
ー
ル
で
区
の
文
化
祭
が
で
き
る
とい
い

な
・天
井
の
⾼
い
ホ
ー
ル

・ピ
ア
ノや
卓
球
台
を
自
由
に
使
え
る
とい
い
な

・文
化
祭
に
学
校
の
作
品
を
出
して
ほ
しい

・廊
下
の
荷
物
（
ファ
イル
、な
わ
とび
な
ど）

た
くさ

ん
あ
り、
き
ち
ん
とロ
ッカ
ー
あ
る
とい
い
ネ
（
近
い
か

らよ
い
が
）

ロ
ッカ
ー

収
納
庫

中
庭

花
壇

正
門
〜
運
動
場

・な
か
よ
しホ
ー
ル
、富

⼭
県
た
い
ら村

東
⼩
学
校

と姉
ま
い
校
、富

⼭
県
の
木
材
を
床
に
使
って
ほ
し

い
な
か
よ
しホ
ー
ル

図
書
館
、放
送
室
、

保
健
室
、家
庭
科
室
、

日
本
語
教
室
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A
B

C
D

E

ラ
ン
チ
ル
ー
ム

・ラ
ンチ
ル
ー
ム
が
あ
った
ら…

た
の
しい
教
室
、多

目
的
ホ
ー
ル
とし
て
も
使
え
る
し

・調
理
室
、今

風
に
。I
Hと
か
。

・図
工
室
　も
う少

し広
い
方
が
い
い
な
あ
…

・調
理
室
、使

って
い
な
い
時
は
地
域
へ
共
同
利

⽤
陽
当
た
り

・広
い
明
る
い
廊
下

・教
室
の
陽
当
た
り

・廊
下
が
ち
ょっ
と暗

い
な
あ

・階
段
の
手
す
りは
両
側
に
あ
った
方
が
良
い

・階
段
、避

難
の
時
狭
そう

・冷
た
い
⽔
が
出
る
とい
い

・あ
た
た
か
い
⽔
が
出
る
とよ
い

・便
座
が
温
か
い
とい
い

・ト
イレ
の
中
が
⾒
え
て
しま
う。
⾒
え
な
い
方
が
良

い
・グ
ラン
ド砂

、土
質
悪
い

・グ
ラウ
ンド
の
⽔
は
け

・風
→
砂
が
飛
ぶ

・⼤
き
な
す
べ
り台

、み
ん
な
の
れ
る
ブ
ラン
コ、
い
ち

りん
しゃ
を
も
っと
あ
ん
ぜ
ん
に

・中
庭
の
防
災
対
応
（
テ
ント
、駐

⾞
場
）

・中
庭
の
日
当
た
り、
遊
べ
る
空
間

・気
軽
に
み
ん
な
が
⽴
ち
寄
れ
る
中
庭
が
あ
る
とい

い
な
︕

・せ
っか
くの
中
庭
を
何
か
人
が
集
ま
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
れ
ば

・中
庭
に
ベ
ンチ
ほ
しい
な
!!
!

・木
を
な
くし
て
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
に

・F
BC
が
き
れ
い
に
撮
れ
る
校
舎

・⼊
学
式
、卒

業
式
で
記
念
写
真
が
撮
れ
る
ス

ポ
ット
が
ほ
しい

・卒
業
写
真
が
撮
りた
くな
る
場
所

・町
を
⾒
渡
せ
る
展
望
台

・外
の
時
計
が
ス
テ
キ
だ
とい
い

・愛
知
県
の
木
材
を
使
って
学
校
を

・窓
ガ
ラス
、2
重
窓
枠
　樹

脂
製

・教
室
が
遠
い
か
らも
っと
移
動
を
ラク
に
した
い

・災
害
時
に
地
域
に
役
⽴
つ
学
校
を

・い
た
る
とこ
ろ
に
段
差

・駐
輪
場
に
は
屋
根
が
ほ
しい

・特
別
教
室
、⾳

楽
室
、家

庭
科
室
、図

工
室
は

地
域
の
人
達
も
使
え
た
らい
い
な

調
理
室
、図
⼯
室
、

音
楽
室

映
え
︕

階
段

そ
の
他

・も
う少

し土
が
い
じれ
る
場
所
が
増
え
た
らい
い

な
ー

・地
球
儀
、⼤

き
な
世
界
地
図
（
プ
ラネ
タリ
ウ

ム
）

・学
校
を
避
難
所
とし
て
使
⽤
す
る
場
合
の
防
災

倉
庫
の
⼤
き
い
も
の
は
必
要
で
は
︕

トイ
レ

水
道

運
動
場

中
庭

3
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（３）第３回
・開催日　：2024 年 11 月 30 日（土）
・開催時間：午前 9：30-12：00
・開催場所：乙川東小学校 2 階 図書室
・テーマ　：物語をつくろう ! 　~ 複合施設の使い方・過ごし方

グループに分かれて複合化施設で誰がどういった過ごし方をしたらよいか、について様々
なシーンを思い浮かべてアイデアを書出し、それらのシーンをつなぎ合わせて物語をつくっ
て朗読することで、色んな人の様々な施設の使い方のイメージを共有しました。ワークショッ
プに先立ち、複合化施設の事例や複合化の際に考えるポイントなどの説明を行いました。

〇説明内容　過ごし方の物語を書く参考として、複合化事例や考えるポイントを紹介
【実績紹介】
・複合施設ってなに⁉　　　複合化施設についての説明
・志木市立志木小学校　　　市立図書館と公民館と学校の複合事例
・近江八幡市立桐原小学校　地域交流施設と学校が一体化した事例
・松阪市立鎌田中学校　　　地域交流施設の事務室のみが学校内にあり、学校と地域が教室
　　　　　　　　　　　　　を共用する事例　

・いなべ市立石榑小学校　　学校内に地域のための居場所がある事例

【考えるポイント】
・学校と地域の距離感
・子どもと地域は日常的に交流？イベント時に交流？
・地域は学校の施設をどう使い、どんな活動をしたい？
・学校が地域の人と一緒にしたいことは？地域の人にしてほしいことは？

〇成果への総評
それぞれの物語（WS 成果）の中から、ちりばめられた要望の背景やシーンを読み取れました。

・小学生のみでなく、中高生の居場所としても利用できることが求められていました。
・地域の人や保護者がほっと一息できる空間を設けました。
・地域の行事や季節行事を乙川東小学校で行い地域交流を深めました。
・地域で学校をサポートしたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

グループワークの成果グループワークの様子
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お
つ

ひ
⼩

学
校

区
　地

域
の

み
らい

ミー
テ

ィン
グ

③
　ワ

ー
ク

シ
ー

トま
とめ

（
機

能
別

整
理

）
　　

 
20
24
.1
1.
30

主
語

過
ご

し方
必

要
な

ア
イ

テ
ム

・⼩
学

生
・放

課
後

に
過

ご
せ

る
場

・⼩
学

生
・授

業
後

に
集

ま
って

学
童

。児
童

館
で

わ
い

わ
い

・児
童

館
・子
ども

・大
声
を
出
す

・注
意
され
な
い
空
間

・小
学
生

・地
域
の
拠
点

・小
学
生
、学

校
に
⾏
き
た
くな
い
子

・交
流
、登

校
・交
流
室

・卒
業
した
小
学
生
た
ち

・小
学
生
た
ち
の
お
兄
ち
ゃん
お
姉
ち
ゃん
とし
て
学
校
に
来
る

・小
中
学
生

・子
ども
どう
しの
時
間

・安
全
な
部
屋

・中
学
生

・先
生
や
親
以
外
と気

軽
に
話
す

・中
学
生
高
校
生

・ふ
らっ
と⽴

ち
寄
って
くれ
る

・高
校

生
、大

学
生

・人
生

の
相

談
・食

べ
て

も
飲

ん
で

も
O

Kな
部

屋
・放

課
後

の
⼩

学
生

、⽼
人

・読
書

、宿
題

・施
設

の
鍵

の
管

理
・家

に
居

づ
らい

主
婦

・ほ
っと

で
き

る
・ホ

ッと
で

き
る

空
間

・地
域
が

・小
学
校
で
当
た
り前

に
集
ま
れ
る
基
盤
づ
くり

・3
才

、こ
ども

・遊
園

地
・赤
ち
ゃん

・遊
ぶ
場
所

・⼩
学

生
（

兄
弟

い
な

い
）

・赤
ち

ゃ
ん

や
幼

児
と一

緒
に

遊
ぶ

、世
話

を
す

る
・赤

ち
ゃ

ん
、親

子
の

場
所

・小
学
生

・自
由
に
遊
べ
る
、ゲ
ー
ム
も
O
K

・オ
ー
プ
ンス
ペ
ー
ス

・子
ども

・学
習

・学
習

ス
ペ

ー
ス

、机
、イ

ス
、本

棚
、ク

ッシ
ョン

、ホ
ワ

イ
トボ

ー
ド

・学
校

に
早

く来
た

⼩
学

生
・自

習
・読

書
・場

所
、机

、イ
ス

・⼩
学

生
、中

学
生

・宿
題

、勉
強

・図
書

室
、交

流
室

・中
学

生
・み

ん
な

で
集

ま
って

受
験

勉
強

・中
学

生
・宿

題
、読

書
・図

書
館

・中
学

生
・放

課
後

、夏
休

み
に

勉
強

・涼
しい

勉
強

・休
憩

ス
ペ

ー
ス

・暑
い

夏
休

み
に

中
高

生
が

・自
習

・自
由

に
使

え
る

自
習

室
・高

校
生

・勉
強

・自
習

室
、空

き
教

室
・高

校
生

、大
学

生
・勉

強
す

る
、教

え
合

う
・学

習
室

・高
校
生

・受
験
勉
強

・静
か
な
ス
ペ
ー
ス

・高
校
生

・卒
業
生
が
集
って
受
験
勉
強

・⼩
学

生
が

・宿
題

、勉
強

を
す

る
（

教
え

て
も

らう
）

・畳
の

部
屋

・⼩
学

生
、中

学
生

、ボ
ラ

ン
テ

ィア
学

生
、地

域
の

方
々

・宿
題

や
ろ

う会

・学
校

に
⾏

か
な

い
を

選
ん

だ
子

・先
生

以
外

か
ら学

べ
る

居
場

所

遊
ぶ

勉
強

宿
題

勉
強

を
教

わ
る
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・地
域
の
人

・相
互
学
習
（
教
え
る
サ
ポ
ー
ト）

・図
書
室
、交

流
室

・小
学
生

・本
を
読
む

・図
書
室

・始
業
前
の
小
学
生
、暇

な
⽼
人

・図
書
室
で
読
書
、宿

題
・⼊
室
管
理
の
鍵

・大
人
達

・専
門
的
な
本
を
読
む

・図
書
室

・小
学
生
、地

域
の
方
々

・読
書
交
流
会

・我
が
子
を
送
った
保
護
者

・子
ども
に
本
を
読
む

・教
室
、図

書
室

・地
域
の
人

・リ
モ
ー
トワ
ー
ク
、会
議

・空
き
教
室

・地
域
の
大
人

・静
か
に
働
け
る

・ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

・結
婚
して
子
ども
が
生
ま
れ
た
ら

・マ
マ
友
と集

ま
って
…

・孫
が
で
き
た
ら

・朝
⼣
の
⾒
守
り、
そ
の
後
の
お
茶
会

・1
年
生
の
親

・お
迎
え
の
前
に
お
茶
を
飲
む

・サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

・新
入
生
の
お
迎
え
の
保
護
者

・お
茶
を
飲
み
な
が
らお
しゃ
べ
り

・テ
ー
ブ
ル
、イ
ス
、お
茶
を
飲
め
る
⽤
具

・高
齢
者

・茶
会
、談
話

・水
屋
、イ
ス
、机

・交
通
当
番
を
終
わ
った
親

・一
息
つ
く

・地
域
の
人

・モ
ー
ニン
グ

・共
用
ス
ペ
ー
ス
、キ
ッチ
ン

・小
学
生
の
親

・お
茶

・カ
フェ

・地
域
の
人

・お
茶
とお
しゃ
べ
り

・交
流
室

・地
域
の
人

・お
茶
、軽

⾷
、お
しゃ
べ
り

・共
用
ス
ペ
ー
ス
（
⽇
当
り良

港
）
、キ
ッチ
ン

・登
校
を
⾒
守
る
大
人

・コ
ー
ヒー
を
飲
む

・く
つ
ろ
げ
る
ソ
ファ
ー

・子
ども
達

・サ
ッカ
ー
を
した
あ
と、
あ
った
ま
り、
お
茶
を
飲
む

・暖
房
の
効
い
た
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

・⼩
学
生

・み
ん
な
で
給
食

・ラ
ン
チ
ル
ー
ム

・地
域
の
人

・ラ
ン
チ
（
給
食
）

・交
流
室

・⼩
学
生
と地

域
の
人

・い
っし
ょに
ご
は
ん
を
た
べ
る

・大
き
め
の
給
食
を
食
べ
る
場
所

・地
域
の
人
、小

学
生

・自
由
に
ラン
チ
を
⾷
べ
る

・机
、イ
ス

・リ
モ
ー
トワ
ー
クし
て
い
る
サ
ラリ
ー
マ
ン

・お
弁
当
っラ
ンチ

・イ
ス
とテ
ー
ブ
ル
と電

源
・ボ
ラ
ン
テ
ィア

・子
ども
食
堂

・家
庭
科
室

・子
ども
達

・土
⽇
に
集
ま
れ
る
子
ども
⾷
堂

・調
理
室
、⾷

堂
・ボ
ラン
テ
ィア

・子
ども
⾷
堂
朝
⾷
版

・家
庭
科
室

・大
人

・飲
食
を
自
分
た
ち
で
で
き
る

・家
庭
科
室

・パ
パ
友
、マ
マ
友

・ち
ょっ
と飲

む
・カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ー

・大
人

・⼣
涼
み
（
ビア
ガ
ー
デ
ン
風
）

・テ
ー
ブ
ル
セ
ット

・先
生
、学
童
を
利
⽤
した
大
人

・宅
配
ス
ー
パ
ー
を
利
⽤

・玄
関

・子
ども
食
堂
、地
域
飲
食
店

・総
菜
販
売

・オ
ー
プ
ン
キ
ッチ
ン

・地
元
の
パ
ン
屋
さ
ん

・パ
ン
を
売
る

・売
店
、キ
ッチ
ン
カ
ー
が
入
る
ス
ペ
ー
ス

・⼩
供
合
、区
⻑
な
ど

・会
議

・な
か
よ
しホ
ー
ル
み
た
い
な
の

お
茶
、

モ
ー
ニ
ン
グ
、

お
しゃ
べ
り

会
議

お
酒

ラ
ン
チ

子
ども
食
堂

・調
理

読
書

販
売
・買
物

リモ
ー
トワ
ー
ク
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・地
域
の
子
供
会
等

・議
題
を
考
え
た
り自

由
に
使
う

・机
、イ
ス
、文

具
・⼩
学
生

・習
い
事

・教
室

・塾
を
開
き
た
い
大
人

・習
い
事
を
開
く

・教
室

・主
婦

・カ
ル
チ
ャー
ス
クー
ル

・特
別
教
室

・⼩
学
生
、中
学
生

・部
活

・小
学
生
と大

人
・将
棋
で
対
決

・将
棋
盤
、場

所
・ク
ラブ
活
動
を
す
る
子
ども

・ク
ラブ
を
す
る

・将
棋
盤

・地
域
の
人

・セ
ミナ
ー
等
開
く

・空
き
教
室

・中
学
生

・楽
器
を
思
い
っき
り吹

く
・防
音
施
設

・中
高
生

・コ
ン
サ
ー
ト、
読
書

・多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、ピ
ア
ノ、
カ
ホ
ン
、本
棚

・地
域
の
人

・ピ
ア
ノを
弾
き
に
来
る

・ピ
ア
ノ

・地
域
の
人

・休
日
に
演
奏

・観
客
も
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス

・歌
の
好
き
な
人

・カ
ラオ
ケ
を
す
る

・大
型
TV
付
の
ホ
ー
ル

・大
人

・D
IY
で
物
を
作
る

・工
具
が
そ
ろ
った
工
作
室

・⼩
学
生
、中
学
生
、地
域
の
方
々

・工
作
教
室

・6
年
生

・卒
業
記
念
レ
ンガ
づ
くり

・レ
ンガ
、ス
ペ
ー
ス

・地
域
の
大
人
も
子
ども
も

・特
技
発
表
会
「お
つ
ひ
ス
テ
ー
ジ
」

・屋
外
ス
テ
ー
ジ
、ピ
ア
ノ

・⽼
人
会
の
人
達

・カ
ラ
オ
ケ
や
ダ
ン
ス
を
発
表
す
る

・⽂
化
祭
が
で
き
る
交
流
広
場
（
ホ
ー
ル
）

・大
人

・学
芸
会
、⽂
化
発
表
会

・ホ
ー
ル
、演
芸
場

・⼩
学
生

・地
域
の
芸
能
大
会

・⾒
学
す
る

映
画
会

・子
ども
達

・み
ん
な
で
映
画
等
を
⾒
る

・視
聴
覚
室

・地
域
の
人
と子

ども
達
が

・区
⺠
展
とし
て
作
品
を
展
⽰

・展
⽰
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

・⼩
学
生
、地
域
の
方
々

・⽂
化
展

集
会

・地
域
の
人

・敬
⽼
会
に
参
加
す
る

・ス
テ
ー
ジ
付
ホ
ー
ル

・子
育
て
に
一
段
落
した
40
〜
50
代

・健
康
づ
くり

・無
料
で
使
え
る
体
育
館

・じ
じ、
ば
ば

・ヨ
ガ
、体
操

・体
育
館
、ホ
ー
ル

・地
域
の
人

・ジ
ム

・高
齢
者

・体
操

・広
い
ス
ペ
ー
ス

・小
学
生
、地

域
の
方
々

・冬
太
りし
な
い
会
、体

操
教
室

・子
ども

・ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、ス
ケ
ボ
ー
、パ
ル
ク
ー
ル
とか

・ひ
ろ
ー
い
ス
ペ
ー
ス

・P
TA
、地
域
の
人

・運
動
（
卓
球
、バ
レ
ー
）

・ス
ポ
ー
ツ
道
具
、倉
庫

・地
域
の
人

・暑
い
中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る

・エ
ア
コン
の
あ
る
体
育
館

・小
学
生

・体
を
動
か
す

・体
育
館

・小
学
生

・ス
ポ
ー
ツ（

部
活
な
くな
る
）

・校
庭

・地
域
の
人
、小

学
生

・卓
球

・軽
運
動
で
き
る
部
屋

音
楽

発
表
会

展
⽰
会

工
作

会
議

体
操
、

健
康
づ
くり

ス
ポ
ー
ツ

習
い
事

・ク
ラ
ブ
活
動

・セ
ミナ
ー
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・地
域
の
人

・ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を
楽
しむ

・体
育
館

・地
域
の
人

・軽
い
運
動

・校
庭

・3
0歳

、先
生

・ス
ポ
ー
ツの
拠
点

・健
常
者

・ス
ポ
ー
ツ

・ス
トレ
ッチ
器
具

・地
域
の
人

・ス
ポ
ー
ツ等

を
す
る

・体
育
館

・未
就
学
児
、⼩
学
生

・ミ
ニ
運
動
会

・多
目
的
室
ス
ペ
ー
ス
、e
ス
ポ
ー
ツ
、ゲ
ー
ム
機

・地
域
の
人
達

・運
動
会
に
参
加

・い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
す
る

・地
域
の
人

・土
日
も
遊
び
に
来
られ
る

・遊
具
が
た
くさ
ん
あ
る
所

・子
ども
達

・暑
い
夏
で
も
遊
べ
る

・日
陰
の
大
き
な
ス
ペ
ー
ス

・小
学
生

・外
で
遊
ぶ

・ち
ょっ
とし
た
グ
ラウ
ンド

・児
童
や
小
さな
子
達

・ど
ん
ぐり
や
⽊
の
実
を
拾
う

・中
庭
と樹

⽊
・小
学
生
と親

・雪
が
積
も
った
時
に
雪
合
戦

・子
ども
と大

人
・雪
合
戦
と雪

⾒
酒

・中
庭
、運
動
ス
ペ
ー
ス
、コ
タ
ツ
、ま
き
ス
トー
ブ
、酒

・子
ども
連
れ
、家

族
連
れ

・新
年
に
凧
揚
げ

・大
き
な
グ
ラウ
ンド

・周
辺
の
人
達

・プ
ー
ル
に
入
る

・広
い
プ
ー
ル

・⼩
学
生
と乳

幼
児

・水
遊
び
、プ
ー
ル

・中
庭
、縁
側
、川
、プ
ー
ル
、水
で
っぽ
う

・子
ども
達

・水
遊
び

・浅
い
川
や
池
（
噴
水
）

・地
域
の
人

・プ
ー
ル

露
天
風
呂

・ろ
て
ん
ぶ
ろ

・⽼
夫
婦
、地

域
の
人
、ご
⽼
人
な
ど

・散
歩
に
くる

・地
域
の
人

・散
歩
の
つ
い
で
に
花
や
木
を
楽
しむ

・季
節
を
感
じる
植
物

・親
子

・B
BQ
、キ
ャン
プ

・B
BQ
コン
ロ
、デ
イ
キ
ャン
プ
場

・子
ども
⾷
堂
ス
タッ
フ

・防
災
訓
練
＋
炊
出
し

・大
鍋
、⾷

材
・地
域
の
人

・花
壇
の
手
⼊
れ

・中
庭
、花

壇
・花
を
育
て
た
い
人

・花
壇
づ
くり

・花
壇

・親
子
、大
人
、お
年
寄
り

・⾏
程
、中
庭
、縁
側
で
お
花
⾒
会

・キ
ッチ
ン
、ざ
ぶ
とん
、ブ
ラ
ン
ケ
ット
、お
つ
ま
み
、酒

・地
域
の
人

・桜
を
⾒
な
が
らお
花
⾒

・花
⾒
ス
ポ
ット

・周
辺
の
人
達

・お
花
⾒

・桜
の
広
場

・地
域
の
人

・お
花
⾒
で
き
る

・桜
とベ
ン
チ
、キ
ッチ
ン
カ
ー

・親
子

・お
花
⾒

・さ
くら

・地
域
の
人

・学
校
を
使
って
お
祭
り

・⼩
学
生
以
下
の
子
ども

・縁
日
を
楽
しむ

・縁
日
を
開
く場
所

・⼩
学
生
、中
学
生

・地
域
の
盆
踊
り（

夏
ま
つ
り）

・運
動
場

・地
域
の
方

・盆
踊
り、
夏
祭
り

・広
場
（
屋
根
が
あ
る
広
場
）

・地
域
の
大
人
も
子
ども
も

・盆
踊
り（

夏
ま
つ
り）

・盆
踊
りで
き
る
場
所

花
壇
の
手
入
れ

散
歩

防
災
・キ
ャン
プ

プ
ー
ル
、水
遊
び

運
動
会

外
で
遊
ぶ

お
花
⾒

お
祭
り

夏
祭
り
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・子
ども
と大

人
・夏
祭
りの
開
催

・広
い
場
所

・⼩
学
生
、地
域
の
方
々

・⼣
涼
み
会

・子
ども
と大

人
・⽉
⾒
を
しな
が
ら夜

の
屋
外
映
画
会

・下
に
こし
か
け
られ
る
階
段
状
の
広
場

・小
学
生

・流
しそ
うめ
ん

・竹
、⾷

材
・⼩
学
生

・た
き
火
と焼

い
も

・た
き
火
で
き
る
空
間
と環

境
、い
も

・⼩
学
生

・焼
い
も

・畑
、苗

・親
子
、カ
ップ
ル
で

・ク
リス
マ
ス
、イ
ル
ミネ
ー
シ
ョン

・ク
リス
マ
ス
ツ
リー

・親
子
た
ち

・ク
リス
マ
ス
会
で
使
う飾

りつ
け

・地
域
の
方
、大
人
、⼩
学
生

・も
ち
つ
き
大
会

・き
ね
、う
す

・子
ども
と大

人
・も
ち
つ
き
大
会

・雨
で
も
使
⽤
で
き
る
屋
外
ひ
ろ
ば

・子
ども
達
と地

域
の
人

・も
ち
つ
き
で
き
る

・広
場
と調

理
室

・小
学
生
、地

域
の
方
々

・お
も
ち
つ
き
会

・小
学
生

・も
ち
つ
き
体
験

・う
す
、き
ね

・地
域
の
方
達

・毎
日
の
よ
うに
学
校
に
い
て
くれ
る

・⼩
学
1年

生
・学
校
に
慣
れ
る

・お
世
話
す
る
地
域
の
大
人

・地
域
の
人
達
と小

学
生

・笑
顔
で
あ
い
さつ
運
動

・P
TA

・子
ども
の
様
子
を
⾒
る
、授
業
に
参
加
す
る
（
朝
）

・P
TA

・子
ども
の
様
子
を
⾒
る
、授

業
に
参
加
す
る
（
昼
）

・⼩
学
生
、地
域
の
方
々

・新
1年

生
歓
迎
会

・⼩
学
生
、地
域
の
方
々

・み
ん
な
の
交
通
教
室

・地
域
の
人
達

・入
学
式
に
出
席
して
花
束
を
渡
す

・入
学
式
会
場
（
体
育
館
）

・6
年
生
＋
お
祝
い
した
い
人

・6
年
生
を
送
る
会

・た
くさ
ん
の
人
が
集
え
る
ホ
ー
ル

・1
年
生
・地
域
に
詳
しい
住
⺠

・お
つ
ひ
探
険

・同
年
が
集
って

・厄
年
の
寄
付

・お
年
寄
り

・在
宅
、地
域
介
護

・泊
ま
れ
る
た
め
の
ベ
ッド
、食
事
提
供

・半
⽥
市
が
全
国
的
に
も
有
名
な
地
域
と学

校
の
つ
な
が
る
例
とな
る

・こ
の
小
学
校
で
育
った
子
達

・お
つ
ひ
に
戻
って
盛
り上

げ
る

・乙
東
（
お
つ
ひ
）
が
半
田
の
他
の
学
校
とつ
な
が
り合

う
・先
生
の
家
族

・学
校
自
慢

・幼
保
の
親

・学
校
⾒
学
会

・新
入
生

・学
校
探
険

・案
内
す
る
上
級
生

そ
の
他

地
域
の

学
校
サ
ポ
ー
ト

そ
の
他
の

季
節
⾏
事

5

※
ま
と
め
作
成
：
ま
ち
楽
房
有
限
会
社
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（４）第４回
・開催日　：2024 年 12 月 14 日（土）
・開催時間：午前 9：30-12：00
・開催場所：乙川東小学校 2 階 図書室
・テーマ　：描いてみよう !　~ 思いをカタチに。デザインゲーム

グループに分かれて複合化施設の１人ひとりの思い描く完成後のイメージや妄想を絵カー
ドにして紹介し合い、配置のイメージや校内にほしい場所などを地図に書き込んで共有しま
した。ワークショップに先立ち、建物の配置計画を考える際のポイントなどの説明を行いま
した。

グループワークの成果グループワークの様子

〇説明内容　建物配置を考えるポイントを紹介
【実例による配置の解説】
・複合施設ってなに⁉　　　複合化施設についての説明のおさらい
・配置図、平面図って⁉　　配置図・平面図についての説明
・いなべ市立石榑小学校　　地域花壇や芝生広場、モニュメントなど敷地内の特徴的な要素
　　　　　　　　　　　　　と配置の考え方を紹介

【考えるポイント】
・まわりとの関係を考えよう　道路や体育館、高圧線など
・動線をイメージしよう　　　敷地や建物の出入口を考える
・地域の未来拠点を考えよう　どんな使い方・過ごし方がしたいか考える

〇成果への総評
・校舎配置の観点から見ると、敷地に対して東・西・南・北それぞれに置く案が作成されました。
・全てのチームで、グラウンド以外にも芝生広場や屋根付き広場などの屋外空間を設けてい

ました。
・地域施設と学童、地域開放を考慮した施設（体育館など）をまとめて配置し、駐車場から

近い位置に配置している傾向が見られました。
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小学校
子どもの居場所
地域交流拠点
広場・屋外空間
樹木
水景
グラウンド
駐車場
入口、動線
共有ゾーン
その他

い

駐車場

駐車場

駐車場

学校

中庭を残す

グラウンド

屋根付広場
（防災拠点）

地域
子ども

地域花壇

サクラ

職員

生徒

体育館

大きなヤネ付き広場
のある小学校

学校の先生、
地域の大人の
視線で見守る

街を見下ろせる
展望スペース

調理室・図書室共有
桜

ベンチ

ろ

学童
地域交流

学校
駐車場

屋根付き
ゾーン

駐車場

芝生ゾーン

ベンチ
テーブル

学校地域花壇

調理室
図書室
音楽

山

遊具

アーバン
スポーツ

水辺

広い門（バスも入れる）

体育館

おつひドリーム

小学校
子どもの居場所
地域交流拠点
広場・屋外空間
樹木
水景
グラウンド
駐車場
入口、動線
共有ゾーン
その他

２階

3階
塔

屋根をつける

BBQ

カフェ・ビア

普通教室

中庭

正門

グラウンド

※まとめ作成：まち楽房有限会社
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小学校
子どもの居場所
地域交流拠点
広場・屋外空間
樹木
水景
グラウンド
駐車場
入口、動線
共有ゾーン
その他

は

学童　

シンボルツリー

地域交流
施設

グラウンド

職員
駐車場

体育館

ヤネの
ろてんぶろ

こども
食堂

中庭

ベンチ

花壇

地域
駐車場

すなば
花だん

マルシェ

２階で
つながっている

芝生の
グラウンド

家庭科室
音楽室

２階建て
２階は図書館

ブランコ
芝生すべり台

にぎやかなおつひ

学童

公民館
中庭

グラウンド

学校

塔

学校
駐車場

地域
駐車場

ぐるっと遊歩道

小学校
子どもの居場所
地域交流拠点
広場・屋外空間
樹木
水景
グラウンド
駐車場
入口、動線
共有ゾーン
その他

とまる
ばしょ

おふろ

子ども
遊び場

に

体育館

みんなで使える中庭

みんなから
見える
ランチルーム

自由に入れる散歩道

車が多い

ちょこっと
離れた学童

新乙川東小学校

※まとめ作成：まち楽房有限会社
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ほ

駐車場

地域
駐車場

子ども

地域

森
池 広場

運動場

体育館

図
書
室
音
楽
室

ホール

桜は残す

FBC 花壇

学年によって
日当りが
異ならない
方がいい

子ども達の
スポーツが
見れる！

・風水
・毎日来たくなる！
・セキュリティ
・スロープ通路

ひだまり
多世代交流スペース

小学校
子どもの居場所
地域交流拠点
広場・屋外空間
樹木
水景
グラウンド
駐車場
入口、動線
共有ゾーン
その他

サンルーフ
仕様に

学校

へ

フィールド
アスレチック

地域交流
施設

地域駐車場

図書館
職員
駐車場

特別
教室

スケボー
パーク

車

車

人

学校

児童
センター

地域・児童

シンボル
ツリー

フェニックス

運動場

既存の
建物を活用 学

童　

桜

教室は南面をメインに

体
育
館

みんなのおつひ

外周は
ウォーキング
コース今の広さをキープ

小学校
子どもの居場所
地域交流拠点
広場・屋外空間
樹木
水景
グラウンド
駐車場
入口、動線
共有ゾーン
その他

音楽室
図工室
家庭科室

※まとめ作成：まち楽房有限会社
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（５）第５回
・開催日　：2025 年 2 月 22 日（土）
・開催時間：午前 9：30-12：00
・開催場所：乙川東小学校 2 階 図書室
・テーマ　：確認しよう !　~ 施設整備のコンセプト＆方向性

2 つの配置案のいずれかをテーブルに配置し、各テーブルのテーブルホストから参加者に配
置の説明を行い意見を出し合いました。2 ラウンド制とし参加者は 2 つの配置案の両方に意
見出しを行い、意見の共有をしました。

〇説明内容　建物配置案の紹介
【一文字案】　既存校舎の南側に配置する案
【コの字案】　体育館の東側に配置する案

いずれの案についても第 4 回までのワークショップにおいて出た意見をもとに配置案の作
成をしました。

〇成果への総評
作成した配置案について意見を聞き、より詳細な配置検討に向けて、参加者からのフィー

ドバックが得られました。
「くつろげる図書室」、「建物中央のメディア（図書）」、「地域交流施設の広さ」、「セキュリティ

面への工夫」、「駐車場（出入口）位置」に対する意見に多くの共感が寄せられ、地域として
の関心事を抽出できました。

〇全 5 回のまとめ
全 5 回のワークショップを通して、地域の魅力や抱える課題、地域や学校の歴史、現在の

乙川東小学校の魅力や想い出などをヒアリングすることができました。また、具体的な過ご
し方の絵のイメージや配置案と配置案に対する意見出しによって、より具体的な施設計画に
対する参加者の意見を聴取することができました。

グループワークの成果グループワークの様子
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お
つ
ひ
小
学
校
区
　地
域
の
み
らい
ミー
テ
ィン
グ
⑤
　ワ
ー
ル
ドカ
フェ
「確
認
しよ
う︕

〜
施
設
整
備
の
コン
セ
プ
ト＆

⽅
向
性
」ま
とめ

20
25
.2
.2
2

【⼀
⽂
字
案
︕
】

ここ
い
い
ね
︕
わ
た
しの
お
気
に
⼊
り♡

1
2

3
こど
も

・⼦
ども
の
ス
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
りで
き
て
い
い
ね
︕
︕

・と
くべ
つ
教
室
な
どが
ま
とま
って
い
て
わ
か
りや
す
い

・地
域
の
⼈
と児

童
が
特
別
教
室
を
共
同
利
⽤
で
き
る
とこ
ろ
が
よ
い
。地

域
や
区
の
活

動
で
み
ん
な
で
使
い
た
い
。十

分
な
広
さが
ほ
しい
★

・特
別
教
室
が
活
動
の
場
が
ま
とま
って
い
て
良
い
★

多
目
的
室

・多
目
的
室
が
児
童
や
地
域
の
⼈
が
い
ろ
い
ろ
とみ
ん
な
で
使
え
そう
で
よ
い

・図
書
ス
ペ
ー
ス
の
固
ま
り

・メ
デ
ィア
（
図
書
）
で
地
域
ゾ
ー
ンと
学
校
ゾ
ー
ンが
つ
な
が
って
い
る
の
が
良
い
と思

い
ま
す
★

・メ
デ
ィア
ス
ペ
ー
ス
とし
て
以
外
の
活
⽤
も
で
き
る
︕
何
に
で
も
使
え
る
、時

代
や
トレ
ンド

に
合
った
使
い
⽅
が
良
い
★
★

・図
書
館
も
地
域
の
⽅
に
利
⽤
で
き
る
!!
★

・図
書
室
が
開
放
的
な
空
間
で
良
★

・吹
き
抜
け
で
開
放
感
が
あ
って
い
い
★
★

・２
階
普
通
教
室
は
陽
当
り良

・普
通
教
室
との
区
分
が
良
い
!!

・２
階
か
ら平

地
の
町
を
⾒
な
が
ら授

業
が
受
け
られ
る

・吹
き
抜
け
が
よ
い

・授
業
中
の
セ
キ
ュリ
テ
ィ確
保
（
不
審
者
の
侵
⼊
×
）
★
★

・２
階
に
教
室
が
あ
る
と交

流
しや
す
くて
い
い
ね
ー

・吹
き
抜
け
は
気
持
ち
よ
さそ
う★

★

・２
階
ま
で
に
な
って
、ま
よ
い
に
くそ
う︕

・採
光
を
⼯
夫
され
る
との
こと
な
の
で
、明

る
い
学
校
とな
りそ
うで
良
い
（
北
側
の
クラ
ス

も
）

管
理
緒
室

・職
員
室
の
位
置
、児

童
が
⾒
え
て
良
い
★

・管
理
室
か
ら地

域
ゾ
ー
ンと
グ
ラウ
ンド
が
⾒
え
る
の
は
防
犯
上
良
い
で
す

・や
ね
つ
き
ひ
ろ
ば
で
⾬
が
ふ
って
て
も
あ
そべ
て
い
い
ね
︕
︕
★
★

・屋
根
付
き
広
場
は
⼤
変
良
い

・屋
根
付
広
場
は
うれ
しい

・屋
根
付
広
場

・天
候
に
左
右
され
な
い
、屋

外
ス
ポ
ー
ツが
で
き
る
の
が
Go
od
　ア
ー
バ
ンス
ポ
ー
ツと
か

・交
流
ひ
ろ
ば
、北

側
も
あ
り!
!真
夏
の
⽇
影
は
貴
重
★
★

・緑
が
あ
る
の
が
い
い
!!
乙
東
とい
え
ば
グ
リー
ンベ
ル
ト　
笑
★

・み
ん
な
の
交
流
ひ
ろ
ば
、基

本
は
地
域
ゾ
ー
ン
に
近
く、
学
校
も
時
に
は
利
⽤
で
き
る
の

で
よ
い

・グ
ラン
ドの
位
置
は
良
い

・グ
ラウ
ンド
が
今
ま
で
通
り広

い
︕

・グ
ラン
ドが
広
くて
良
い
（
とう
ち
ゃん
ソ
フト
ボ
ー
ル
可
）

・運
動
場
の
形
が
サ
ッカ
ー
、ソ
フト
ボ
ー
ル
向
き

散
歩
道

・み
ん
な
の
散
歩
道
は
開
か
れ
た
学
校
、親

しみ
や
す
い
感
じが
して
よ
い

駐
⾞
場

・体
育
館
に
近
い
駐
⾞
場

屋
根
付
き

広
場

特
別
教
室

メ
デ
ィア

（
図
書
）

普
通
教
室

グ
ラ
ウ
ン
ド

み
ん
な
の

交
流
ひ
ろ
ば

1

※
ま
と
め
作
成
：
ま
ち
楽
房
有
限
会
社
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【⼀
⽂
字
案
︕
】

こう
した
ら︖

も
っと
よ
くな
る
か
も
︕

1
2

3
・こ
ども
・地
域
ス
ペ
ー
ス
狭
い

・地
域
交
流
施
設
も
っと
広
く★
★
★
★
★

・２
つ
の
公
⺠
館
の
利
⽤
状
況
とマ
ッチ
して
る
︖
︖
︖

・⼦
ども
ス
ペ
ー
ス
広
す
ぎ
る

・地
域
ゾ
ー
ンに
⼊
る
に
は
管
理
室
前
を
通
って
⼊
る

・地
域
の
部
屋
が
狭
い

・地
域
活
動
が
敷
地
外
か
らも
⾒
え
る
よ
うに
︕

・地
域
の
部
屋
の
数
が
足
りな
い
、イ
ベ
ント
ホ
ー
ル
、道

具
⼊
れ

・東
⻄
（
特
別
教
室
と）

を
⼊
れ
替
え

・⼦
ども
・地
域
を
南
側
に

・地
域
ご
との
活
動
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
よ
うに

・地
域
と⼦

ども
の
間
に
混
ざ
り合

え
る
ミッ
クス
ゾ
ー
ンを
★
★
★

・災
害
時
を
考
え
る
と⼦

ども
⇔
地
域

・地
域
交
流
セ
ンタ
ー
とし
て
の
視
点
に
⽋
け
る
︖
★

特
別
教
室

・特
別
教
室
の
共
同
利
⽤
は
、セ
キ
ュリ
テ
ィの
⾯
を
物
理
的
な
⾯
や
運
⽤
⾯
で
上
⼿
く

確
保
して
み
ん
な
で
有
効
利
⽤
した
い

メ
デ
ィア

（
図
書
）

・図
書
館
に
ソ
ファ
や
寝
転
べ
る
とこ
ろ
が
あ
る
とい
い
な
〜
（
い
ろ
ん
な
イス
とか
）
★

★
★
★
★
★

・昇
降
⼝
、⼊

⼝
は
初
め
て
来
る
⼈
で
も
わ
か
りや
す
い
所
が
い
い
か
な

・建
物
へ
の
⼊
⼝
を
東
側
に
も
配
置
す
る
とい
い

体
育
館

・⼤
ほ
うか
に
体
育
館
も
あ
そべ
る
よ
うに
して
ほ
しい

中
庭

・中
庭
ち
ょっ
と狭

い
か
な
…

フェ
ニ
ック
ス
並
木

・フ
ェニ
ック
ス
は
な
くて
も
良
い
︕

・職
員
室
か
らみ
ん
な
の
交
流
ひ
ろ
ば
の
様
⼦
が
⾒
え
な
い

・愛
知
池
を
復
活
させ
て
ほ
しい

グ
ラ
ウ
ン
ド

・校
舎
とグ
ラウ
ンド
の
間
に
緑
を
︕

・防
風
林
が
ほ
しい

・ゆ
うぐ
を
も
っと
ふ
や
す
とい
い
ね

・遊
具
の
場
所
、校

舎
か
ら遠

い
★
★

・⼤
ほ
うか
に
体
育
館
で
あ
そべ
な
い
か
ら、
バ
ス
ケ
の
ゴ
ー
ル
が
あ
って
も
い
い
か
も
。

サ
ッカ
ー
ゴ
ー
ル
も
★

・遊
歩
道
の
位
置
を
変
え
る
とよ
い

・散
歩
道
は
い
い
と思

い
ま
す
が
、⾒

知
らぬ
⼈
が
通
る
こと
も
考
え
る
と、
体
育
館
と建

物
の
間
を
通
る
こと
が
防
犯
上
気
に
な
りま
す

・遊
歩
道
は
⻄
側
駐
⾞
場
、体

育
館
の
外
側
に
広
くと
る

バ
リア
フリ
ー

・ス
ロー
プ
な
どバ
リア
フリ
ー
充
実

・倉
庫
を
広
く。
避
難
所
。避

難
所
倉
庫
︖

・倉
庫
の
有
効
活
⽤
（
屋
上
な
ど）

・東
門
近
くに
倉
庫

・倉
庫
を
⻄
へ
10
ｍ
移
動
、動

線
の
確
保

・北
側
の
⾞
の
⼊
⼝
は
校
門
か
ら離

した
⽅
が
良
い
の
で
は
︖

・駐
⾞
場
少
な
い
︕

・北
側
駐
⾞
場
出
⼊
⼝
を
変
え
た
⽅
が
よ
い
。渋

滞
す
る
（
して
い
る
）

・プ
ー
ル
委
託
、バ
ス
乗
降
ま
で
の
距
離
︖
★

・地
域
・⼦
ども
ス
ペ
ー
ス
が
⼊
る
こと
に
よ
って
学
校
が
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
減
って
しま

わ
な
い
か
心
配

・コ
の
字
よ
りわ
だ
か
ま
りが
な
く親
しみ

や
す
い

・給
食
セ
ンタ
ー
も
全
て
の
場
所
を
使
って
広
くで
き
た
らよ
い
な

・３
階
建
て
に
した
らセ
キ
ュリ
テ
ィ⾯
で
も
安
心
で
き
る
（
１
階
は
地
域
に
開
放
しや

す
い
）
★
★
★
★
★
★
★
★

・東
側
が
⺠
家
に
近
い
か
な
…

地
域
・こ
ども

・多
目
的
室

み
ん
な
の

交
流
ひ
ろ
ば

昇
降
⼝

倉
庫

遊
具

散
歩
道

・地
域
ス
ペ
ー
ス
広
げ
た
い
。も
しく
は
特
別
教
室
、体

育
館
も
⽇
中
共
有
で
き
る
よ
うに

した
い
★

・⻄
側
駐
⾞
場
か
ら⼊

って
き
た
⼈
の
校
舎
へ
の
視
線
を
遮
って
しま
う→

倉
庫
の
⾒
栄

え
が
⼤
事
★

駐
⾞
場

・（
現
案
の
北
側
に
）
駐
⾞
場
移
動
し、
北
側
道
路
か
ら⼊

れ
る
とい
い
★
★
★
★
★

★

ス
ペ
ー
ス
、

配
置
な
ど
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【コ
の
字
案
︕
】

ここ
い
い
ね
︕
わ
た
しの
お
気
に
⼊
り♡

A
B

C

・地
域
・こ
ども
交
流
で
き
そう
　１

階
O
K

・地
域
・⼦
ども
ス
ペ
ー
ス
と多

目
的
ス
ペ
ー
ス
が
⼀
体
利
⽤
で
き
る
の
が
Go
od
︕
★
★

・地
域
、⼦

ども
の
部
屋
を
北
側
に
置
くの
は
良
い

・昇
降
⼝
か
ら必

ず
メデ
ィア
セ
ンタ
ー
を
通
って
い
くの
が
い
い
︕
★
★

・昇
降
⼝
〜
メデ
ィア
、ガ
ラス
越
しに
交
流
の
庭
が
⾒
え
る

・メ
デ
ィア
ゾ
ー
ンを
２
フロ
ア
に
分
け
る
こと
で
ジ
ャン
ル
分
け
で
き
そう
︕

・普
通
教
室
か
らグ
ラウ
ンド
が
⾒
え
な
い
の
で
勉
強
に
集
中
で
き
そう
︕
★

・コ
の
字
、⾼

学
年
と分

け
られ
て
て
い
い
か
も
★
★

・２
階
に
教
室
が
、交

流
しや
す
くて
い
い
ね
ー
︕

・２
階
に
教
室
が
固
ま
って
い
る
と授

業
を
⾒
に
⾏
き
や
す
い

・屋
根
付
き
広
場
★
★
★
★

・屋
根
付
き
広
場
が
広
くて
い
い

・屋
根
付
き
広
場
い
い
ね
︕
⾬
で
も
外
で
遊
べ
る
!!
★
★

・屋
根
付
き
広
場

・屋
根
イイ
ネ
︕
⾬
で
も
遊
べ
る
★

・屋
根
付
き
広
場
、広

い
整
形
地

・屋
根
付
き
広
場
は
⽇
常
の
過
ご
し＋

イベ
ント
に
も
使
え
そう
︕

・屋
根
付
き
広
場
、⾬

降
りで
も
運
動
で
き
る
か
ら

縁
側

・縁
側
の
存
在
★

フェ
ニ
ック
ス

・伝
統
の
フェ
ニッ
クス
、そ
の
ま
ま
⾒
つ
め
て
い
て
ね
★

・S
BC
フェ
ニッ
クス
並
木
に
南
か
らの
⽇
が
当
た
って
よ
い

交
流
の
庭

・交
流
の
庭

・交
流
の
庭
とひ
ろ
ば
が
楽
しそ
うで
す
ね
︕

・交
流
ひ
ろ
ば
、広

くて
良
い

・み
ん
な
の
交
流
ひ
ろ
ば
、多

様
な
使
い
⽅
★
★
★

・池
の
ま
わ
り、
す
ず
しそ
うで
い
い
ね
︕

・交
流
ひ
ろ
ば
は
学
年
も
年
も
関
係
な
くふ
れ
あ
い
で
き
そう
︕
★

・あ
い
ち
池
の
復
活
︕
み
ん
な
で
つ
くろ
う

・池
で
魚
を
育
て
る
、危

険
防
止
も

・み
ん
な
の
交
流
ひ
ろ
ば
、南

側
は
陽
当
りが
良
くよ
い

・散
歩
道
が
とっ
て
も
良
い
!!
★

・散
歩
道
い
い

・散
歩
道
は
地
域
の
み
ん
な
の
い
こい
の
場

・散
歩
道
い
い
ネ
︕
防
犯
⾯
で
も

地
域
の
花
路

・地
域
の
花

駐
⾞
場

・駐
⾞
場
出
⼊
⼝
、交

差
点
か
ら離

れ
て
い
て
良
い
（
渋
滞
が
お
き
づ
らい
）
★

・駐
⾞
場
が
近
い
︕
忙
しい
パ
パ
マ
マ
の
お
出
迎
え
は
ス
ム
ー
ズ
に
!!
★

・校
舎
形
状
斬
新
（
四
角
で
は
な
い
）

・コ
の
字
い
い
ね
︕
半
⽥
市
の
⼩
学
校
で
唯
⼀
?!
か
っこ
い
い
︕
★
★

・乙
中
とに
て
る
の
で
な
れ
や
す
い
か
も

メ
デ
ィア

（
図
書
）

屋
根
付
き
広
場

・メ
デ
ィア
（
図
書
）
が
真
ん
中
に
あ
る
の
い
い
ね
︕
本
が
⾝
近
に
い
つ
で
も
︕
★
★
★

★
★

普
通
教
室

配
置
・

そ
の
他

交
流
ひ
ろ
ば

散
歩
道

地
域
・こ
ども

・多
目
的
室
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【コ
の
字
案
︕
】

こう
した
ら︖

も
っと
よ
くな
る
か
も
︕

A
B

C
・地
域
も
っと
広
く★
★

・地
域
ス
ペ
ー
ス
を
イベ
ント
ホ
ー
ル
と道

具
⼊
れ
に
分
け
て
作
りた
い

・区
の
会
議
、地

域
で
使
え
ま
す
か
︖
夜
も
使
え
ま
す
か
︖
★

・地
域
ご
との
活
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
︖
★

・地
域
の
場
所
、バ
ス
利
⽤
で
も
⼊
りや
す
い
位
置

・地
域
利
⽤
者
は
受
付
どこ
︖

・地
域
の
ス
ペ
ー
ス
が
これ
で
足
りて
る
か
︖

・地
域
は
別
棟
が
い
い
（
学
校
に
迷
惑
か
け
な
い
）

・防
音
の
部
屋
が
ほ
しい
（
カラ
オ
ケ
、た
い
こ等

）
・平
⽇
の
昼
間
、⼦

ども
ス
ペ
ー
ス
とし
て
使
う（

地
域
）

・⼦
ども
・地
域
を
南
側
に
★
★

・⼦
ども
ス
ペ
ー
ス
、寝

転
ん
で
気
持
ち
い
い
床
に
して
は
︖

・メ
デ
ィア
と交

流
の
庭
は
ガ
ラス
張
りに
︕
★
★

・メ
デ
ィア
の
使
い
⽅
どう
な
る
︖

特
別
教
室

・普
通
教
室
ゾ
ー
ンの
近
くに
交
流
（
特
別
教
室
）
あ
る
とセ
キ
ュリ
テ
ィ⼤
丈
夫
︖

・特
別
教
室
ガ
ラス
張
りで
す
か
︖

普
通
教
室

・普
通
教
室
の
⽇
当
りが
とて
も
気
に
な
る
…

管
理
緒
室

・地
域
利
⽤
者
が
必
ず
管
理
緒
室
（
受
付
）
を
通
る
動
線
とな
る
よ
うに
した
い
（
セ

キ
ュリ
テ
ィ⽤
）

屋
根
付
き
広
場

・屋
根
付
き
広
場
の
屋
根
の
上
を
有
効
活
⽤

交
流
の
庭

・交
流
の
庭
な
ど、
段
々
の
こし
か
け
が
あ
る
と⾒

通
しが
良
い

体
育
館

・⼀
般
利
⽤
者
は
い
つ
体
育
館
を
使
え
ま
す
か
︖

縁
側

・縁
側
は
も
っと
広
く、
み
ん
な
が
座
れ
る
とい
い
な
︕

フェ
ニ
ック
ス
並
木

・フ
ェニ
ック
ス
並
木
要
る
︖
な
くし
て
グ
ラウ
ンド
等
に
有
効
利
⽤
で
き
る
か

・み
ん
な
の
交
流
ひ
ろ
ば
、す
わ
れ
る
場
所
た
くさ
ん
つ
くる

・ひ
ろ
ば
、真

夏
の
⽇
影
　北

側
に
あ
る
と解

決
︖

・み
ん
な
の
交
流
ひ
ろ
ば
、孤

⽴
感
が
あ
る

・こ
ち
ら側

（
北
東
空
地
）
に
広
場
か
な
あ
…

・交
流
ひ
ろ
ば
は
地
域
ゾ
ー
ンに
近
づ
い
て
い
た
⽅
が
良
い

・池
は
な
くて
も
い
い
か
も

・縁
側
を
み
ん
な
の
交
流
ひ
ろ
ば
に
つ
くっ
て
も
よ
い

・雪
山
⽤
の
山
が
ほ
しい

・交
流
ひ
ろ
ば
、⾒

て
くれ
る
⼈
が
い
た
らい
い
な
ー
　さ
りげ
な
く⼤
⼈
の
目

・グ
リー
ンベ
ル
トの
復
活
!（
森
）

・広
場
の
クロ
ス
感
︖
体
育
館
へ
の
２
階
通
路
（
ヤ
ネ
）
︖
★

・交
流
ひ
ろ
ば
⇔
屋
根
付
き
広
場
（
⼦
ども
）
⇔
体
育
館

・⼀
⽂
字
案
の
⽅
が
良
い
。グ
ラン
ド直

線
20
0ｍ

案
・グ
ラウ
ンド
は
東
⻄
横
⻑
の
⽅
が
★
★

・運
動
場
の
東
⻄
の
幅
を
広
く　
コの
字
の
校
舎
を
狭
く、
⻄
側
へ
寄
せ
る

・短
編
が
65
ｍ
ほ
しい

・防
風
林
必
要
︖
芝
で
い
く︖

・1
00
ｍ
は
斜
め
に
とる
こと
に
な
る
ん
で
す
ね

・グ
ラウ
ンド
に
遊
具
が
お
け
る
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

・昇
降
⼝
とグ
ラウ
ンド
の
間
に
緑
樹
、花

壇
が
あ
る
とよ
い

・運
動
場
は
南
側
が
い
い

・体
育
館
とグ
ラウ
ンド
を
近
くし
た
い

・運
動
場
の
細
⻑
の
形
状
、難

あ
り　
東
側
散
歩
道
は
な
くす

・東
側
住
宅
へ
の
砂
が
す
ご
い

遊
具

・遊
び
場
の
棲
み
分
け
が
配
置
で
な
って
い
る
とイ
イ︕

　学
童
…
交
流
ひ
ろ
ば
、遊

び
に

来
た
⼦
…
グ
ラウ
ンド
★
★

ス
ペ
ー
ス
な
ど

・た
て
も
の
の
ひ
あ
た
りが
気
に
な
る

駐
⾞
場

・バ
ス
は
Pま
で
⼊
って
くれ
ま
す
か
︖

・職
員
P何
台
確
保
︖
利
⽤
者
⾼
齢
者
等
の
Pは
何
台
　そ
の
他
利
⽤
者
は
Pあ
りま
す

か
散
歩
道

・体
育
館
と建

物
の
間
に
遊
歩
道
が
通
って
い
る
の
が
防
犯
上
気
に
な
る

・さ
ん
ぽ
道
は
い
らな
い

・災
害
時
に
み
ん
な
が
使
え
る
ス
ロー
プ
が
あ
る
とい
い
な
あ
★
★
★
★
★

・災
害
⽤
の
トイ
レ

・災
害
が
起
き
た
時
の
対
応
は
︖

・近
くに
トイ
レ
を
作
って
ほ
しい

・特
別
⽀
援
の
⼦
が
通
って
い
くに
は
情
報
量
が
多
す
ぎ
か
も
。そ
れ
が
良
い
⼦
と悪

い
⼦

が
出
る
★

み
ん
な
の

交
流
ひ
ろ
ば

グ
ラ
ウ
ン
ド

災
害
・

トイ
レ

地
域
・こ
ども

・多
目
的
室

メ
デ
ィア

（
図
書
）
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